
｢

も
う
本
人
は
、
ど
ち
ら

様
に
も
電
話
口
に
は
出
な

い
ん
で
す
ヨ
…
…｣

先
日
、
会
務
の
た
め
大

先
輩
Ｆ
氏
に
電
話
を
献
ず

る
と
、
夫
人
か
ら
氏
の
ご

退
隠
の
ほ
ど
を
そ
う
告
げ

ら
れ
た
。
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

っ
た
。

Ｆ
氏
と
は
、
あ
と
に
も
先
に
も
Ｍ
教
授
退
官
記
念
会

の
折
に
お
会
い
し
た
こ
と
一
度
限
り
で
あ
る
が
、
早
く

か
ら
お
名
前
、
ご
活
躍
の
ほ
ど
は
伝
わ
っ
て
い
た
。

一
○
年
ほ
ど
前
、
本
学
の
書
店
で
氏
の
新
著
で
あ
る

入
門
書
が
目
に
入
り
、
あ
わ
て
て
手
に
と
る
と
、
学
生

時
代
の
研
究
室
で
の
演
習
時
間
、
同
氏
と
Ｆ
教
授
と
後

輩

｢

Ｙ
君｣

と
の
三
人
の
サ
マ
が
描
か
れ
て
い
る
。

氏
の
こ
れ
ま
で
の
何
度
か
の
入
門
書
に
は
見
ら
れ
な

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
載
で
あ
る
。
私
は
即
座
に
こ
れ
を
購

入
し
、
授
業
の
資
料
に
組
み
込
み
、
以
来
こ
の
一
幕
を

学
生
に
伝
え
て
き
て
い
る
。

思
え
ば
、
Ｆ
先
輩
は
私
に
と
っ
て
の｢

き
ら
め
く
星｣

で
あ
っ
た
の
だ
。
い
な
、
Ｆ
先
輩
だ
け
で
な
く
、
い
ま

や
鬼
籍
に
移
っ
た
同
輩
、
先
輩
を
偲
ぶ
と
、
そ
の
面
影

が
光
り
輝
い
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
の
か
け
が

え
の
な
い
輝
き
に
、
い
ま
な
お
自
分
が
浴
し
て
き
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

皆
々
、
光
を
放
つ
星
々
―
―
。
同
窓
は
満
天
の
星
な

の
で
あ
る
。
こ
の
星
明
り
の
な
か
に
、
自
分
も
ま
た
一

抹
の
、
ま
た
た
き
を
覚
え
る
存
在
。

ち
な
み
に
、
不
肖
私
は
、
三
年
半
前
か
ら
お
こ
が
ま

し
く
も

｢

わ
が
学
窓
在
席
五
○
周
年
記
念
事
業｣

と
自

唱
し
て
或
る
研
究
を
オ
ッ
始
め
た
。

こ
と
の
遠
因
は
、
五
○
年
前
の
学
窓
に
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、
学
窓
は
実
に

｢

わ
が
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
丘｣

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
先
行
の
学
者
諸
賢
は
五
氏
だ
が
、
う
ち
四

氏
は
本
学
に
教
席
を
置
か
れ
た
方
々
。
こ
れ
ら
恩
師
ほ

か
を
向
う
に
回
し
て

｢

中
原
に
馬
を
進
め
る｣

と
あ
っ

て
は
ド
ギ
マ
ギ
も
の
だ
っ
た
が
、
何
度
か
学
会
発
表
を

経
て
み
る
と
、
い
ま
は
粛
々
と
先
学
踏
破
、
自
説
確
立

を
進
め
続
け
て
い
る
―
―
。

こ
の

｢

わ
が
五
○
年
目
の
宿
題｣

を
介
し
て
、
私
は

学
窓
と
一
つ
の

｢

血
脈｣

を
得
た
と
い
う
自
覚
と
実
感

を
抱
く
に
及
ん
だ
。
こ
の

｢

血
脈｣

意
識
は
、
あ
た
か

も
五
○
年
前
か
ら
こ
の
学
窓
に
自
分
が
居
続
け
て
い
る

か
の
ご
と
き
錯
覚
さ
え
私
に
も
た
ら
し
て
い
る
。

そ
こ
で
了
知
し
た
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
の
学
窓
と

時
間
、
空
間
の
懸
隔
を
越
え
て

｢

背
中
合
わ
せ
に｣

自

己
措
定
、
自
己
連
結
で
き
る
、
そ
れ
が
み
ず
か
ら
と
し

て
の
学
窓
の
原
体
験
化
と
熱
源
化
で
あ
り
、
こ
れ
ぞ

｢

在
学
同
窓
の
極
み｣

だ
と
―
―
。

そ
う
し
た
誰
し
も
の
学
窓
の
原
体
験
化
と
熱
源
化
の

交
流
と
交
歓
の
相
互
保
障
こ
そ
、
同
窓
共
同
の
仕
務
の

基
底
で
あ
ろ
う
。

さ
て
さ
て
、
こ
の
一
年
、
執
行
部
の
活
動
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
と
な
っ
た
が
、
見
れ
ば
主
力
パ
ワ
ー
は
女
性
ス

タ
ッ
フ
ご
一
同
。
そ
の
個
々
の
発
す
る
輝
き
が
連
環
し

て
、
ま
る
で
宝
石
を
つ
な
い
だ
光
の
輪
の
よ
う
に
さ
え

思
え
る
こ
と
が
あ
る
。
内
心
ひ
そ
か
に
こ
れ
を

｢

サ
テ

ラ
イ
ト
・
ス
タ
ッ
フ｣

と
呼
び
、
本
会
の
誇
る
べ
き
フ

ァ
ー
ス
ト
・
セ
ク
タ
ー
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

は
ば
か
り
な
が
ら

｢

同
窓
呼
応
へ
の
気
脈
互
通｣

を

私
な
り
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
方
路
を
彼
女

ら
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
な
ら
な
い
。

一
方
、
こ
の
春
か
ら
就
農
の
身
と
な
っ
た
。
季
節
の

訪
れ
と
次
な
る
作
物
へ
の

｢

酔
い｣

が
先
導
し
て
く
れ

て
い
る
。
さ
て
も
さ
て
も
、
こ
れ
ま
た
夜
露
の
宿
り
を

満
天
の
星
が
見
て
ご
ざ
る
、
の
境
地
で
あ
る
。

(

文
理
第
八
回
卒
・
国
史
学)
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同
窓
会
の
主
な
任
務
は
、

同
窓
生
会
員

(

卒
業
生
、

現
・
旧
教
員
、現
学
生)

間

の
親
睦
と
、
同
窓
生
と
大

学
・
学
部
と
の
連
携
に
な
に

が
し
か
の
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
位
置
づ

け
て
、
さ
て
わ
が
鴻
文
会
の

こ
と
を
振
り
返
っ
て
、
こ
の

一
年
、
な
に
を
し
た
か
と
問
わ
れ
る
と
、
答
え
に
窮
し

て
し
ま
う
。
一
応
、
別
掲
の
報
告
の
と
お
り
だ
が
、
そ

こ
に
は
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。
で
も
、
こ
こ
で

私
が
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
一
年
の
活
動
状
況

だ
ろ
う
か
ら
、
ま
ず
そ
の
こ
と
か
ら
書
く
こ
と
に
し
よ

う
。九

月
初
旬
の
、
会
報

｢

鴻
文｣

の
最
初
の
編
集
会
議

が
数
名
だ
が
新
し
い
役
員
の
初
め
て
の
顔
見
せ
だ
っ
た
。

こ
の
会
報
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
心
が
八
月
に
行
わ
れ
た
総

会
の
紹
介
に
あ
る
こ
と
に
誰
し
も
異
論
は
な
か
っ
た
が
、

少
々
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
斬
新
性
を
取
り

入
れ
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
、
見
た

目
の
濃
度
を
上
げ
る
こ
と

(

Ａ
四
判
、
一
部
カ
ラ
ー)

、

一
二
月
半
ば
の
発
行
な
ど
を
会
報
編
集
の
決
定
事
項
と

し
た
。
山
口
近
郊
の
役
員
四
人
に
会
長
・
副
会
長
と
事

務
の
小
野
さ
ん
が
加
わ
り
、
総
勢
八
人
で
編
集
業
務
に

当
た
っ
た
が
、
初
め
て
の
会
報
編
集
だ
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
原
稿
の
依
頼
や
編
集
、
発
送
等
で
ず
い
ぶ
ん
と

手
間
取
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
仕
事
を
終
え
て
か
ら

の
夜
三
時
間
以
上
に
及
ぶ
会
議
が
発
行
ま
で
五
日
以
上

も
必
要
だ
っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
も
の
が
内
容
や
体
裁

等
で
見
栄
え
の
あ
る
読
み
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
並
々
な
ら
ぬ

尽
力
の
ゆ
え
で
あ
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
各
位

に
対
し
て
と
も
ど
も
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
そ
の
頃
力
を
注
い
だ
こ
と
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
情
報
発
信
の
充
実
が
あ
る
。
幸
い
、
担
当
者
の

熱
意
あ
る
努
力
に
よ
っ
て
、
立
派
な
鴻
文
会
の
Ｈ
Ｐ
が

作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ま
ご
存
じ
の
と
お
り
。

会
報
は
年
に
一
度
だ
が
、
Ｈ
Ｐ
は
た
び
た
び
更
新
が
行

わ
れ
、
鴻
文
会
の
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
い
た
だ

け
る
と
思
う
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
情
報
源
に
よ
っ
て
鴻

文
会
の
動
静
を
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
、
会
員
間
の
親
睦
・
連

携
を
強
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
同
期
会
や

研
究
室
同
窓
会
開
催
の
ニ
ュ
ー
ス
を
こ
の
一
年
に
数
件

受
け
た
こ
と
は
、
役
員
と
し
て
喜
び
で
あ
り
活
動
へ
の

勇
気
と
な
る
も
の
だ
っ
た
が
、
今
年
度
の
な
に
よ
り
の

喜
び
は
、
鴻
文
会
初
代
会
長
を
務
め
ら
れ
た
和
田
敏
英

氏

(

文
理
第
一
回
英
米
文
学
卒)

と
、
人
文
学
部
長
を

務
め
ら
れ
た
八
木
充
氏

(

文
理
第
二
回
国
史
学
卒)

の

お
二
人
が
春
の
叙
勲

(

瑞
宝
中
綬
章)

の
栄
に
浴
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
鴻
文
会
と
し
て
も
、
心
か
ら
の
お
祝

い
を
申
し
上
げ
た
い
。

さ
て
、
母
校
や
人
文
学
部
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

山
口
大
学
全
体
の
同
窓
会
理
事
会
や
山
口
大
学
卒
業
式

へ
の
出
席
、
山
口
大
学
日
中
交
流
基
金
へ
の
寄
付
、
人

文
学
部
大
学
院
留
学
生
へ
の
奨
学
金
の
授
与
等
の
協

力
・
支
援
を
行
っ
た
。
留
学
生
へ
の
奨
学
金
授
与
に
つ

い
て
は
別
掲
の
よ
う
に
、
本
人
か
ら
の
寄
稿
も
あ
る
が
、

こ
こ
で
も
少
し
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
の
制

度
は
、
人
文
科
学
研
究
科
二
年
次
に
在
籍
す
る
優
秀
な

留
学
生
に
対
し
て
奨
学
金

(
五
万
円
、
一
回
限
り)

を

授
与
す
る
も
の
で
、
平
成
一
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
が
、

今
回
の
受
給
者
は
言
語
文
化
専
攻
の
中
国
か
ら
の
留
学

生
衛
蕾
さ
ん
だ
っ
た
。
授
与
式
を
七
月
二
七
日
に
事
務

所
で
行
い
、
そ
の
後
、
彼
女
を
交
え
て
歓
談
し
た
が
、

中
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
あ
り
方
と
い
う
研
究

目
的
を
し
っ
か
り
と
も
っ
た
、
と
て
も
感
じ
の
よ
い
勉

学
熱
心
な
学
生
だ
と
い
う
印
象
だ
っ
た
。

次
に
、
今
年
度
第
一
回
の
鴻
文
会
役
員
会
に
つ
い
て

記
し
て
お
こ
う
。
五
月
二
二
日
一
五
時
か
ら
事
務
所
で
、

一
四
名
の
出
席
を
得
て
行
わ
れ
た
。
会
長
挨
拶
・
全
員

の
自
己
紹
介
に
続
き
、
報
告
事
項
と
し
て
、
平
成
二
一

年
度
事
業

(

総
会
・
懇
親
会
と
そ
の
後
の
対
応
、
三
役

会
議
で
の
事
務
的
な
対
応
、
会
報

｢

鴻
文｣

第
二
九
号

の
編
集
と
発
行
、
Ｈ
Ｐ
の
刷
新
な
ど)

、山
口
大
学
同
窓

会
理
事
会

(

別
掲)

等
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
、
協

議
事
項
で
は
、
平
成
二
一
年
度
決
算
案
お
よ
び
監
査
報

告
、
平
成
二
二
年
度
事
業
計
画
案

(

運
営
、
会
員
親
睦

事
業
、
母
校
支
援
事
業
な
ど)

、平
成
二
二
年
度
予
算
案

な
ど
の
提
案
を
し
た
。
そ
れ
ら
の
提
案
は
協
議
の
う
え
、

一
部
そ
の
後
の
三
役
で
の
検
討
と
い
う
保
留
を
も
っ
て
、

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
、
二
一
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
と
二
二
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
は
、

別
掲
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
長
時
間
に
及
ぶ

役
員
会
後
、
場
所
を
移
し
て
出
席
者
に
よ
る
懇
親
会
を

行
っ
た
。

他
に
も
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
難
題
も
い
く
つ

か
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
以
上
が

｢

鴻
文
会
、
こ
の

一
年｣

抄
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
話
を
最
初
に
戻
し
て
総

括
と
し
て
ツ
イ
ッ
タ
ー
し
て
お
き
た
い
。
八
〇
〇
〇
人

近
い
大
所
帯
の
、
そ
れ
も
会
員
が
全
国
に
散
ら
ば
っ
て

い
る
同
窓
会
と
な
る
と
、
な
か
な
か
会
員
の
実
態
が
つ

か
め
な
い
し
、
役
員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
動
い
た
ら
良

い
も
の
か
分
か
ら
な
い
。
果
た
し
て
、
同
窓
会
は
必
要

な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
い
て
し
ま
う
が
、

同
窓
会
と
い
う
の
は
ゆ
っ
く
り
と
続
け
る
こ
と
に
意
味

が
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
分
か
る
。
で
も
、
そ
の
た
め

に
は
な
に
よ
り
も
、
卒
業
生
の
消
息
の
確
保
が
必
要
だ

ろ
う
。
私
の
よ
う
に

(

男
の)

更
年
期
に
な
る
と
、
な

に
か
と
人
づ
き
あ
い
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て
引
き
こ
も

り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
今
、
私
は
、
同
窓
会
へ

の
関
わ
り
が
誰
に
と
っ
て
も
元
気
と
社
交
性
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る

｢

社
会
性
ホ
ル
モ
ン｣

に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
大
学
に

も
、
学
生
に
、
母
校
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
濃
く
な
る

よ
う
な
、
付
加
価
値
の
高
い
教
育
を
お
願
い
し
た
い
と

思
う
。
今
後
の
よ
り
良
い
鴻
文
会
と
し
て
の

方
向
付
け
は
、
多
く
の
会
員
の
強
い
意
思
に

よ
っ
て
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

(

文
理
第
一
四
回
卒
・
ド
イ
ツ
文
学)

2010年12月20日 鴻 文 第30号 (２)

鴻
文
会
、
こ
の
一
年

会
長

岡

光

一

浩

旧サビエル記念聖堂を模した
イルミネーション(山口市中河原町) 山口市役所とサビエル記念聖堂

日日日
本本本
ののの
ククク
リリリ
ススス
マママ
ススス
ははは

山山山
口口口
かかか
ららら



(３) 第30号 鴻 文 2010年12月20日

◎平成21年度事業報告

1.第36回・37回役員会 (4月25日・6月28日)
2.人文学部創立30周年事業 (6月外灯設置)
3.第８回総会 (8月12日)
4.三役会議 (8月27・9月17日・11月14日)
5.｢鴻文｣編集会議 (8月27日・9月17日・11月14日・12月1日・
12月22日)
6.山口大学同窓会理事会 (9月17日) (Ｈ.22年3月25日)
7.会報｢鴻文｣第29号発行 (12月15日)
8.その他

◎平成21年度決算
収入総額 3,588,033円
支出総額 3,168,909円
残高 (次年度繰越金) 419,124円

◎平成22年度事業計画

1.H.22年度事業・予算検討委員会 (4月16日・5月7日他)
2.三役会議 (5月7日他)
3.第38回役員会 (5月22日)
4.山口大学同窓会理事会 (開催日未定)
5.｢鴻文｣ 編集会議 (開催日未定)
6.会報｢鴻文｣第30号発行 (12月予定)
7.その他

◎平成22年度予算

〈収入の部〉 〈収入の部〉
科 目 当初予算額 決 算 額 科 目 予 算 額 摘 要

繰 越 金 33,661 33,661 繰 越 金 419,124

会 費 収 入 1,910,000 1,680,000 会 費 収 入 3,600,000 10,000円×360人 Ｈ22年度入学者
H.22.4/1～H.23.3/31納入者

繰 入 金 1,200,000 1,275,308 繰 入 金 0 特別会計より繰入

賛 助 金 300,000 598,560 賛 助 金 300,000 H.22.4/1～H.23.3/31

雑 収 入 0 504 雑 収 入 876 利子等

合 計 3,443,661 3,588,033 合 計 4,320,000

〈支出の部〉 〈支出の部〉
科 目 当初予算額 決 算 額 科 目 予 算 額 摘 要

会 議 費 100,000 82,166 会 議 費 150,000 役員会､ 会報編集会議

印 刷 費 250,000 260,190 ｢検討委員会} 等の交通費､ その他

郵 送 費 470,000 460,700 役 員 等 行 動 費 50,000 会長・副会長等活動費

事 務 所 運 営 費 950,000 843,320 事 務 所 運 営 費 850,000 家賃､ 人件費､ 横断幕取付・
撤去費
事務所経費 (電話､ 電気､ 町
内会費)

事 務 費 ・ 通 信 費 125,000 封筒印刷5,000枚､事務印刷費

ホ－ムペ－ジ維持費 130,000 121,414 通信連絡､郵送､消耗品､雑費

会 報 費 630,000 印刷6,000部､ 郵送5,200部

事 務 費 25,000 26,097 発送アルバイト代

ホ－ムペ－ジ維持費 130,000 ブロバイダー契約料､
メールウイルスチェック代､
謝礼､ その他山口大学同窓会分担金 150,000 150,525

奨 学 金 150,000 0 分 担 金 150,525 山口大学同窓会 (手数料含む)

寄 付 金 費 0 0 寄 付 金 100,525 山口大学教育財団 ｢日中学術

人文学部30周年事業 300,000 331,275 交流基金｣ (手数料含む)

国際フォーラム支援費 0 0 奨 学 金 150,525 留学生への支給 (手数料含む)

慶 弔 費 50,000 30,000 総 会 費 0

積 立 金 0 0 人文学部30周年事業 0

総 会 費 750,000 843,572 慶 弔 費 50,000 他同窓会への祝い金､ 電報料

予 備 費 118,661 19,650 予 備 費 1,933,425

合 計 3,443,661 3,168,909 合 計 4,320,000

〈特別会計〉 〈特別会計〉
科 目 20年度財産 21年度財産 科 目 22年度財産 摘 要

中 国 電 力 債 1,411,777 1,418,497 中 国 電 力 債 1,418,497 東洋証券

定 額 預 金 5,630,000 4,359,000 定 額 預 金 4,359,000

合 計 7,041,777 5,777,497 合 計 5,777,497

平成22年５月12日 監査の結果過誤なく的確に経理さ
れていることを確認します｡

監 事 村 田 博
渡 邉 早 苗



(

１)

日
時

平
成
二
二
年
三
月
二
五
日(

木)

一
六
〜
一
七
時

(

２)

会
場

山
口
大
学
事
務
局
二
号
館
／

特
別
小
会
議
室

(

３)

出
席
者
…
…
…
全
員
出
席
、
事
務
方
含
め

て
二
○
余
名
。

(

４)

鴻
文
会
出
席
者
…
…
…
…
会
長(

岡
光)

副
会
長(

北
川)

(

５)

議
事

①
前
回
議
事
の
確
認
…
…
承
認(

審
議
一
分)

②
会
則
改
正
…
…
改
正
の
要
点(

北
川
要
約)

次
表
の
と
お
り(

審
議
一
五
分)

③
会
長
後
任
人
事
…
…
次
期
会
長
に
つ
い
て
選
考
委
員

会
を
設
け
て
選
考
す
る
。
た
め
に
向
こ
う
一
任
期
に

つ
い
て
現
会
長
等
の
留
任
と
す
る
。(

審
議
三
○
分)

※
議
事
の
経
過(

主
た
る
発
言)

会
長(

議
長)

｢

当
会
も
発
足
二
年
を
経
過
、
改
選
期
を

迎
え
た｣

Ａ

｢

事
前
に
各
学
部
か
ら
次
期
適
任
者
を
推
薦
せ
よ
と

い
う
こ
と
で
、
当
会
は
提
出
し
た
が
、
ほ
か
の
学
部

か
ら
具
体
的
な
提
出
が
な
い
と
い
う
状
況
で
は
、
当

会
提
出
の
も
の
は
撤
回
さ
せ
て
も
ら
い
た
い｣

(�
了
承)

会
長

｢

二
月
に
手
術
し
た
と
い
う
体
調
も
あ
り
、
任
期

満
了
を
機
に
降
ろ
さ
せ
て
ほ
し
い｣

｢

各
学
部
か
ら
の
推
薦
は
な
い
。
会
則
で
は
理
事
の

互
選
だ
が
…
…｣

Ｂ

｢

体
調
と
い
う
理
由
な
ら
仕
方
が
な
い｣

Ｃ
｢

会
長
に
腹
案
は
あ
る
か｣

会
長

｢

順
番
ど
お
り
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
ま
だ
残
っ

て
い
る
学
部
が
一
つ
あ
る
。
順
番
か
ら
す
る
と
○
○

会
だ｣

Ｄ

｢

理
事
以
外
に
適
任
者
は
い
な
い
か
。
選
考
委
員
会

を
設
け
て
一
年
間
か
け
て
決
め
て
は
い
か
が
か｣

Ｂ

｢

大
学
運
営
の
経
験
者
で
な
い
と
基
盤
が
な
い
。
幅

広
く
探
せ
ば
い
る
。
現
執
行
部
の
意
向
が
あ
っ
て
も

よ
い｣

学
長

｢

大
学
と
し
て
会
長
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る｣

Ｂ

｢

幅
広
く
て
、
押
出
し
の
イ
イ
人
が
よ
い
。
選
考
委

員
で
説
得
に
当
た
る｣

Ｅ

｢

事
務
局
が
動
く(

事
務
局
を
動
か
せ
る)
よ
う
な
人

が
よ
い｣

会
長｢

で
は
、
暫
定
と
い
う
こ
と
で
一
年
間
や
り
ま
す
。

体
の
具
合
い
を
見
な
が
ら
。
次
回
に
選
考
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
を
決
め
る｣

Ｆ｢

選
考
会
で
は
多
数
決
方
式
は
避
け
て
も
ら
い
た
い｣

Ｅ

｢

本
人
の
了
解
を
取
り
つ
け
る
の
は
母
体
会
が
媒
介

す
る
の
で
は
な
く
、
選
考
委
員
の
ほ
う
か
ら
直
接
進

め
て
ほ
し
い｣

Ｂ

｢

選
考
会
で
は
、
ま
ず
ど
う
い
う
人
が
理
想
の
会
長

か
、
そ
こ
か
ら
審
議
さ
れ
た
い｣

会
長

｢

近
く
に
い
て
意
思
疎
通
の
で
き
る
人
が
よ
い｣

Ｃ｢

会
長
に
向
こ
う
一
年
暫
定
と
い
う
の
で
は
失
礼
だ
。

一
期
留
任
で
は
ど
う
か｣

Ｂ

｢

副
会
長
も
留
任
で
は｣

会
長

｢

副
会
長
も
留
任
と
す
る｣

会
長

｢

新
会
則
に
よ
り
学
長
に
理
事
就
任
を
お
願
い
し

た
い｣

学
長

｢

了
承
し
ま
す｣

会
長｢

顧
問
の
選
任
に
つ
い
て
も
学
長
に
委
任
し
た
い｣

学
長

｢

会
長
と
も
相
談
し
て
若
干
名
を
指
名
す
る｣

(

６)
丸
本
学
長
の
状
況
報
告(

報
告
五
分)

①
法
人
移
行
第
一
期
を
終
え
、
五
段
階
評
価
で
五
点

〜
四
点
の
評
価
を
得
た
。

②
会
計
不
祥
事
に
つ
い
て
は
全
調
査
を
終
え
た
上
で

一
括
し
て
措
置
、
報
告
し
た
い
。

(

７)

感
想
と
摘
要

①
佐
々
木
会
長
は
先
月
来
の
術
後
の
経
過
も
良
好
の

ご
様
子
で
、
一
段
と
さ
わ
や
か
な
お
顔
を
さ
れ
て
い

た
。
議
長
と
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
ぶ
り
。
こ

と
に
会
長
後
任
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め

て
流
動
的
な
議
事
の
進
展
に
よ
ど
み
な
く
対
応
さ
れ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

②
会
長
の
人
事
案
件
の
議
事
は
、｢

ご
本
人
の
体
調
が

理
由
で
は
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
…｣

と
い

う
容
認
論
で
始
ま
り
、
そ
れ
に
見
合
う
経
過
を
一
通

り
踏
み
な
が
ら
も
、
揚
げ
句
は
《
落
着
く
と
こ
ろ
に

落
着
い
た
》
と
い
う
、
こ
れ
ぞ
《
オ
ト
ナ
の
会
議
》

で
あ
っ
た
。

③
顧
問
・
理
事
の
《
増
強
》
は
、
平
成
二
七
年
度

(

二
○
一
五)

予
定
の

『

開
学
二
○
○
周
年
記
念
事
業』

に
備
え
て
の
こ
と
。

な
お
、｢

開
学
二
○
○
周
年
記
念｣

と
は
、
左
掲

添
記
の
よ
う
な
由
来
に
よ
る
。
記
念
事
業
の
内
容
は

今
後
の
企
画
に
俟
つ
。

■

｢

開
学
二
○
○
周
年
記
念｣

の
由
来(

参
考)

文
化
一
二
年(

一
八
一
五)

上
田
鳳
陽
が｢

山
口
講
堂｣

を
開
設
。
儒
学
と
武
術
を
開
講
、
教
師
十
数
名
。
彼
の

死
後
こ
れ
が
文
学
寮
と
兵
学
寮
か
ら
な
る
藩
校

｢

山
口

明
倫
館｣

と
な
り
、
幕
末
山
口
で
の
教
学
の
中
心
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
以
降
の
山
口
高
等
中
学
校
や
山

口
高
等
商
業
学
校
に
あ
っ
て
は
こ
れ
を
開
校
の
起
源
と

見
な
し
、
機
会
あ
る
ご
と
に
謳
っ
て
き
た
。

新
制
山
口
大
学
も
地
元
の
こ
れ
ら
旧
制
の
学
校
を
前

身
視
、
母
体
視
し
た
こ
と
か
ら
、
お
の
ず
と
鳳
陽
の

｢

山
口
講
堂｣

を
も
っ
て
開
基
と
す
る
歴
史
認
識
が
継

承
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
と
に
経
済
学
部
で
は
寮
舎
名

を

｢

鳳
陽
寮｣

と
し
、
ま
た
同
々
窓
会
で
は

｢

上
田
鳳

陽
資
料
館｣

(

現
在
県
立
美
術
館
敷
地
内)

を
設
置
す
る

な
ど
顕
彰
し
て
き
て
い
る
。

な
お
、
鳳
陽
の
墓(

嘉
永
六
年
没
／
八
五
才)

は
、
山

口
市
大
内
御
堀
の
生
家
に
近
い
乗
福
寺(

臨
済
宗)

に
あ

り
、
毎
年
一
二
月
八
日
の
命
日
に
供
養
祭
が
営
ま
れ
て

い
る
。

(
『

山
口
郷
土
読
本』

『

山
口
高
等
商
業
学
校
史』

な
ど

参
照)

(

文
責

北
川

健)

2010年12月20日 鴻 文 第30号 (４)

山
口
大
学
同
窓
会�
第
五
回
理
事
会
報
告

一
年
か
け
て
…

次
期
会
長
の
選
考
を

正 改

(

１)

理
事

二
○
名
以
内

(

削
る)

(

１)

…
理
事
の
推
薦
に
基
づ

き
理
事
会
が
選
任
す
る
。

(

３)

…
並
び
に
学
長
と
学
長

が
指
名
す
る
副
学
長
若
干
名
を

も
っ
て
充
て
る
。

(

４)

会
長
は
理
事
会
の
同
意

を
得
て
学
長
が
指
名
す
る
大
学

職
員
を
顧
問
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

行 現
第
５
条(

役

員)(

１)

理
事

一
六
名

(

２)

顧
問

若
干
名

第
６
条(

役
員
の
選
任)

(

１)

会
長
の
選
任
は
理
事
の

互
選
と
す
る
。

(

３)

理
事
は
各
同
窓
会
が
選

出
す
る
者
二
名
を
も
っ
て
充
て

る
。

(

４)

顧
問
は
学
長
と
会
長
が

理
事
会
の
同
意
を
得
て
副
学
長

若
干
名
を
充
て
る
。



(

１)

日
時
…
平
成
二
二
年
七
月
二
七
日(

火)

一
五
〜
一

七
時

(

２)

会
場
…
山
口
大
学
事
務
局
二
号
館
／
特
別
小
会
議

室

(

３)

出
席
者
…
全
員
出
席
、
事
務
方
含
め
て
二
二
名
。

(

４)

鴻
文
会
出
席
者
…
会
長
岡
光
・
副
会
長
北
川

(

※)

自
己
紹
介
…
各
員(

全
八
分)

(

５)

議
事

①
前
回
議
事
要
旨
の
確
認
…
承
認(

審
議
一
分)

②
二
一
年
度
決
算
報
告
…
費
目

｢

雑
費｣

を

｢

雑
収
入｣

に
訂
正
し
て
承
認(

審
議
六
分)

③
同
監
査
報
告

④
二
二
年
度
事
業
計
画

⑤
会
員
名
簿
の
刊
行

⑥
学
生
ア
ド
レ
ス
の
活
用

こ
れ
ら
⑤
⑥
に
つ
い
て
は
、
議
長
提
案
で

｢

意
見

交
換｣

と
し
て
行
わ
れ
た(

協
議
六
二
分)

・
各
学
部
同
窓
会
か
ら
状
況
報
告
あ
り
。

・

｢

定
期
刊
行
し
て
き
て
い
た
が
、
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
か
ら
、
停
止
し
て
い
る｣

と
い
う
学
部
同

窓
会
が
大
半
。

・

｢

近
く
刊
行
の
予
定｣

｢

財
団
法
人
化
を
機
に
刊

行
し
た
い｣

と
す
る
会
も
あ
り
。

・
名
簿
刊
行
の｢

業
者
委
託｣

の
近
況
に
つ
い
て
も
、

具
体
事
例
の
報
告
あ
り
。

・
大
学
側
か
ら
学
生
ア
ド
レ
ス
の
話
あ
り
。

大
学
自
体

｢

一
日
に
二
五
万
件｣

の
迷
惑
メ
ー
ル

が
あ
る
由
。

・
学
生
へ
の
支
援
活
動
と
し
て

｢

就
職
相
談｣

｢

就
職
セ
ミ
ナ
ー｣

な
ど
開
設
し
て
い
る
事
例
も
。

・
総
会
へ
の

｢

学
生
招
待｣

や

｢

学
生
代
表｣

の
理

事
会
出
席
を
定
め
て
い
る
報
告
も
。

⑦
山
口
大
学

｢

創
基
二
○
○
周
年
記
念｣

事
業

(

二
三
分)

・
大
学
側
か
ら
仮
称

｢

創
立｣

と
し
て
き
た
が
、

他
大
学
の
例
な
ど
視
野
に
入
れ
て

｢

創
基｣

と
し

た
、
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

・

｢

二
○
○
周
年｣

を
迎
え
る
大
学
は
、
全
国
で

｢

東
北
大
学
に
次
い
で
二
番
目
に
古
い｣

と
の
こ

と
。

⑧
そ
の
他(

一
五
分)

・
大
学
側
か
ら
Ｈ
Ｐ
の
改
善
を
す
る
な
か
で
、
各
学

部
同
窓
会
の

｢

行
事
予
定｣

な
ど
提
供
し
た
い
。

・
会
長
か
ら
各
学
部
同
窓
会
で
の

｢

旅
費
規
程｣

が

あ
れ
ば
提
出
し
て
ほ
し
い
、
と
の
要
請
。

(

文
責

北
川

健)

��������
衛

蕾

山
口
大
学
で
の
学
生
生
活
も
あ
と
四
ヶ
月
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
て
い
る
だ
け
で
既
に
寂
し
く
感
じ

ま
す
。｢
日
本
に
来
て
も
う
三
年
か
！｣

と
思
わ
ず
感
想

の
言
葉
が
出
ま
し
た
。
山
口
大
学
に
入
っ
た
頃
の
こ
と

を
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
に
日
本
に
来
て
岡
山
外
語
学
院

で
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
二
月

の
大
学
院
受
験
前
に
山
口
大
学
人
文
科
学
研
究
科
の
林

先
生
と
メ
ー
ル
で
連
絡
が
取
れ
ま
し
た
。
元
々
は
研
究

生
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
林
先
生
が
私
の
日
本
留

学
試
験
の
成
績
を
聞
い
て
直
接
試
験
を
受
け
て
よ
い
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
時
受
験
す
る
こ
と
が
す
ご

く
不
安
で
、
試
験
ま
で
の
二
ヶ
月
間
ず
い
ぶ
ん
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
試
験
を
受
け

ま
し
た
が
、
自
分
で
は
全
然
受
か
る
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
合
格
で
き
た
の
は
、
全
て
林
先
生
が
私
を
信

じ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
将
来
、
日

本
語
教
師
に
な
る
の
が
私
の
夢
で
す
。
中
国
の
大
学
で

の
専
門
は
日
本
語
で
は
な
か
っ
た
私
に
は
、
そ
れ
は
口

に
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
遠
い
夢
で
し
た
。
し
か

し
、
林
先
生
が
そ
の
手
の
届
か
な
い
夢
を
当
然
の
よ
う

に
認
め
て
く
だ
さ
り
、
こ
ん
な
私
で
も
、
叶
え
ら
れ
る

と
感
じ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

入
学
後
の
こ
と
も
心
配
で
し
た
が
、
そ
の
時
は
面
倒

な
引
越
し
が
も
っ
と
心
配
で
し
た
。
し
か
し
、
お
忙
し

い
と
思
っ
た
林
先
生
が
私
を
乗
せ
て
安
い
電
気
屋
さ
ん

や
家
具
屋
さ
ん
に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
買
っ
た
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
を

二
階
に
あ
る
部
屋
ま
で
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
親
切
で
優
し
い
先
生
に
、
山
口
で
誰
一
人
と
し
て

知
ら
な
か
っ
た
私
の
心
細
さ
を
癒
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
で
も
思
い
出
す
と
言
葉
で
は
説
明
出
来
な
い
ほ

ど
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

山
口
は
住
み
や
す
い
所
で
、
平
穏
に
過
ご
し
な
が
ら
、

学
習
に
も
専
念
し
て
来
ま
し
た
。
最
初
は
日
本
の
大
学

の
授
業
に
少
し
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に
、
林
先
生

の
授
業
は
ペ
ア
ワ
ー
ク
が
多
く
、
人
前
で
発
表
す
る
こ

と
も
多
い
の
で
、
無
口
で
話
す
こ
と
が
苦
手
な
私
に
と

っ
て
決
し
て
楽
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
け
な
い
事

で
、
一
年
半
経
っ
た
今
で
も
ま
だ
完
全
に
慣
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
授
業
形
式
は
留
学
生
に
と

っ
て
日
本
語
を
練
習
す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
受

講
者
全
員
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養

う
貴
重
な
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。
将
来
も
し
私
も
教
師

に
な
れ
た
と
し
た
ら
、
こ
う
い
う
皆
が
全
員
で
盛
り
上

が
る
こ
と
の
で
き
る
授
業
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
で
色
々
お
世
話
に
な
っ
た
林
先
生
は
、
学
習
面

に
お
い
て
も
た
く
さ
ん
助
言
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
生
の
お
か
げ
で
、
山
口
大
学
の

『

文
学
会
志』

に
論

文
を
発
表
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
林
先
生
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
恩
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

も
う
一
人
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
磯
部
先
生

で
す
。
私
は
磯
部
先
生
ご
指
導
の
下
の
学
生
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
先
生
か
ら
論
文
に
つ
い
て
の
ご
指
導
も
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
な
問
題
か
ら
細
か
い

文
法
の
間
違
い
ま
で
、
い
つ
も
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
、
そ
の
根
気
強
さ
と
親
切
な
態
度
に
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
今
回
山
口
大
学
鴻
文
会
の
本
年
度｢

留
学

生
奨
学
金｣

を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
磯
部
先
生
の
推
薦

の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
七
月
二
七
日
に
、
鴻
文
会
の
事
務
所
で
、

奨
学
金
を
授
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鴻
文
会
会
長

の
岡
光
先
生
と
副
会
長
の
北
川
先
生
が
そ
の
場
に
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
会
長
も
副
会
長
も
偉
い
方
だ
と
思

い
、
授
与
さ
れ
る
の
も
私
一
人
だ
け
で
、
緊
張
の
あ
ま

り
に
体
も
硬
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
岡

光
会
長
も
、
北
川
副
会
長
も
、
親
切
に
話
し
掛
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
日
本
で
の
生
活
に
つ
い
て
尋
ね
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
中
国
の
こ
と
も
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

お
い
し
い
ケ
ー
キ
と
冷
た
い
お
茶
ま
で
ご
馳
走
に
な
り

ま
し
た
。
蒸
し
暑
い
七
月
に
、
会
長
と
副
会
長
の
ご
親

切
な
お
言
葉
、
よ
く
冷
え
た
ケ
ー
キ
と
お
茶
が
涼
し
い

風
の
よ
う
に
、
私
の
緊
張
感
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
ま

し
た
。

奨
学
金
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
私
の
生
活
に
大
変

役
に
立
っ
た
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
に
も
支
え
て
く
れ

ま
し
た
。
奨
学
金
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
が
山
口

大
学
で
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
へ
の
是
認
で
あ
り
、

私
自
身
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
証
で
も
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
留
学
生
を
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
鴻
文
会
に
対
し
て
、

ほ
ん
と
う
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

山
口
大
学
と
、
山
口
大
学
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

方
と
の
ご
縁
は
一
生
切
れ
な
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
全
て
の
気
持
ち
を
一
つ
の
言
葉
に
込
め
て

｢

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！｣

。

＊
衛
さ
ん
は
平
成
二
二
年
度
鴻
文
会
留
学
生
奨
学
金
事

業
よ
り
、
奨
学
金
を
授
与
さ
れ
た
留
学
生
で
す
。

(５) 第30号 鴻 文 2010年12月20日

山
口
大
学
同
窓
会�
第
六
回
理
事
会
報
告

会
員
名
簿
の
刊
行
や
如
何
に

鴻文会事務所にて
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平
成
二
二
年
一
〇
月
現
在)

学
部
長

(

併)

教

授

湯

川

洋

司

○

人
文
社
会
学
科

哲
学
・
思
想
コ
ー
ス

教

授

高

木

智

見

教

授

豊

澤

一

教

授

脇

條

靖

弘

教

授

Alam
Djumali

准
教
授

柏

木

寧

子

准
教
授

古

荘

真

敬

准
教
授

藤

川

哲

講

師

田

中

均

歴
史
学
コ
ー
ス

教

授

中

村

友

博

教

授

田

中

誠

二

教

授

纐

纈

厚

教

授

橋

本

義

則

教

授

馬

彪

准
教
授

滝

野

正
二
郎

准
教
授

藤

永

康

政

准
教
授

真

木

隆

行

准
教
授

村

田

裕

一

社
会
学
コ
ー
ス

教

授

辻

正

二

教

授

湯

川

洋

司

教

授

坪

郷

英

彦

教

授

横

田

尚

俊

准
教
授

高

橋

征

仁

准
教
授

速

水

聖

子

○
言
語
文
化
学
科

日
本
語
・
日
本
文
学
コ
ー
ス

教

授

林

伸

一

教

授

平

野

芳

信

准
教
授

磯

部

佳

宏

准
教
授

森

野

正

弘

准
教
授

尾

崎

千

佳

中
国
語
学
・
中
国
文
学
コ
ー
ス

教

授

阿

部

泰

記

教

授

富

平

美

波

教

授

根
ヶ
山

徹

准
教
授

更

科

慎

一

ア
ジ
ア
言
語
コ
ー
ス

教

授

平

野

尊

識

准
教
授

和

田

学

英
語
学
・
英
米
文
学
コ
ー
ス

教

授

岩

部

浩

三

教

授

太

田

聡

教

授

宮

原

一

成

教

授

池

園

宏

准
教
授

赤

羽

仁

志

講

師

メ
ド
ロ
ッ
ク
麻
弥

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
・
文
学
コ
ー
ス

教

授

井

上

三

朗

教

授

本

田

義

昭

教

授

Hintereder

‐Emde
Franz

准
教
授

下

嵜

正

利

准
教
授

武

本

雅

嗣

准
教
授

坂

本

貴

志

言
語
情
報
学
コ
ー
ス

准
教
授

Phillips
John

David

准
教
授

乾

秀

行 ���

平
成
二
二
年
一
一
月
現
在

人
文
学
部

人
文
科
学
研
究
科

2010年12月20日 鴻 文 第30号 (６)

学部卒業 大学院修了 学部卒業 大学院修了

建 設 業 2 飲 食 店 ・ 宿 泊 業 2

製 造 業 12 生活関連サービス､ 娯楽業 6 1

電 気 ､ ガ ス ､ 水 道 2 医 療 ・ 福 祉 6

情 報 通 信 業 7 教 育 ・ 学 習 支 援 17 1

運 輸 業 5 複 合 サ ー ビ ス 事 業 4

卸 売 ・ 小 売 業 23 サ ー ビ ス 業 3

金 融 ・ 保 険 業 11 公 務 22 1

不 動 産 業 0 上 記 以 外 0

学術研究・専門技術サービス 1 進 学 7

産業分類別に集計したもの

人文社会学科 言語文化学科 合 計

１ 年 103 101 204

２ 年 98 90 188

３ 年 104 96 200

４ 年 120 112 232

地域文化専攻 言語文化専攻 合 計

１ 年 5 7 12

２ 年 4 3 7

平
成
二
一
年
度

学
部
卒
業
生
・
大
学
院
修
了
生
進
路
状
況



�����������平
成
一
九
年
度
に
行
わ
れ
た
人
文
学
部
講
座
再
編
に

よ
り
、
言
語
文
化
学
科
は
従
来
の
三
講
座
制
か
ら
ア
ジ

ア
言
語
文
学
講
座
と
欧
米
言
語
文
学
講
座
の
二
講
座
制

へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
学
生
の
所
属
す

る
コ
ー
ス
に
つ
い
て
も
再
編
が
行
わ
れ
、
旧
英
米
語
文

化
論
コ
ー
ス
は
英
語
学
・
英
米
文
学
コ
ー
ス
へ
と
新
た

に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
コ
ー
ス
内
で

日
々
行
わ
れ
て
い
る
研
究
教
育
の
内
容
に
関
し
て
は
、

も
と
も
と
の
母
体
と
な
っ
た
旧
小
講
座
時
代
の
英
語

学
・
英
米
文
学
両
講
座
の
頃
よ
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

変
動
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
分
野
の
学
問

が
時
の
経
過
と
と
も
に
進
歩
前
進
を
遂
げ
て
い
る
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
、
時
代
の
波
に

安
易
に
流
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
確
た
る
伝
統
を
、
教
員

も
学
生
も
大
切
に
受
け
継
い
で
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。そ

れ
で
も
、
こ
こ
数
年
の
間
に
所
属
教
員
の
顔
ぶ
れ

に
は
少
な
か
ら
ぬ
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
旧
教
養
部
改

組
直
後
に
は
英
語
学
四
名
、
英
米
文
学
四
名
の
教
員
が

在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
各
三
名
、
計
六
名
で

コ
ー
ス
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
移
動
に
つ
い

て
ご
報
告
し
ま
す
と
、
英
語
学
分
野
で
は
平
成
一
四
年

七
月
に
寺
田
寛
先
生
が
大
阪
教
育
大
学
へ
、
平
成
二
〇

年
三
月
に
島
越
郎
先
生
が
東
北
大
学
へ
そ
れ
ぞ
れ
転
出

さ
れ
、
そ
の
後
、
島
先
生
の
後
任
と
し
て
平
成
二
〇

年
一
〇
月
に
赤
羽
仁
志
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
英

米
文
学
分
野
で
は
、
長
年
教
鞭
を
執
っ
て
こ
ら
れ
た
伊

豆
大
和
先
生
と
田
中
晉
先
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
一
八

年
と
一
九
年
の
三
月
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
ご
退
職
と
な

り
ま
し
た
。
伊
豆
先
生
の
後
任
と
し
て
、
平
成
一
八
年

四
月
か
ら
は
メ
ド
ロ
ッ
ク(

旧
姓
皆
尾)

麻
弥
先
生
が

新
た
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ド
ロ
ッ
ク
先
生
は
現
在

育
児
休
暇
中
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
伊
豆
先
生
と
田
中

先
生
に
は
引
き
続
き
非
常
勤
講
師
と
し
て
毎
週
ご
足
労

願
い
、
コ
ー
ス
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

学
生
の
動
向
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
従
来
と
そ
れ

ほ
ど
変
わ
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
毎
年
、
最
大
で
三
〇

名
の
学
部
学
生
が
、
英
語
学
・
英
米
文
学
コ
ー
ス
へ
の

期
待
を
胸
に
進
級
し
て
き
ま
す
。
学
生
た
ち
は
二
、
三

年
の
段
階
で
受
講
す
る
講
義
か
ら
多
く
の
学
問
的
素
養

を
培
い
、
最
終
学
年
に
お
い
て
は
、
各
自
の
専
門
的
関

心
に
基
づ
い
て
意
欲
的
に
卒
業
研
究

(

英
語
学)

や
卒

業
論
文

(

英
米
文
学)

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
文

学
部
の
六
階
に
あ
る
コ
ー
ス
の
研
究
室
で
は
、
勉
学
に

勤
し
む
学
生
の
姿
が
毎
日
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
勉
学
以
外
の
面
で
も
コ
ー
ス
内
に
お
け
る
交

流
は
盛
ん
で
、
新
歓
コ
ン
パ
や
夏
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
、
冬
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

多
数
の
学
生
や
教
員
が
参
加
し
て
コ
ー
ス
の
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
経
済
不
況
や
就
職
難
な
ど
の
社
会
的
情
勢
を

反
映
し
て
、
学
生
が
三
年
時
か
ら
就
職
活
動
を
行
わ
ね

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、
ま
た
そ
れ
に
関
連
し
て
、
海

外
留
学
の
志
望
者
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
や

や
遺
憾
に
思
わ
れ
る
今
日
的
現
象
も
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
総
じ
て
見
れ
ば
、
学
生
た
ち
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
充

実
し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
少
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
高
度
な
専

門
的
研
究
を
行
う
大
学
院
生
も
日
々
弛
ま
ぬ
研
鑽
を

積
ん
で
お
り
、
彼
ら
の
学
問
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
は

学
部
学
生
に
も
良
い
刺
激
を
与
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
コ
ー
ス
の
同
窓
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま

す
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち

の
コ
ー
ス
で
は
、
四
年
に
一
度
の
鴻
文
会
総
会
に
合
わ

せ
る
形
で
同
窓
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
会
に
は
現

在
の
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
ら
ず
、
ご
退
職
に
な
ら
れ

た
懐
か
し
い
先
生
方
に
も
多
く
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
同
窓
生
の
方
々
に
は
ご
案
内
通
知
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
は
参
加
者
不
足
の
た
め
、
残
念

な
が
ら
開
催
を
見
合
わ
せ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
次

回
は
平
成
二
五
年
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
楽
し
い
会

と
な
る
よ
う
に
企
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
に
は
是
非
お
越
し
願
い
、
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

(

コ
ー
ス
委
員
池
園

宏
教
授)

平
成
二
二
年
度
人
文
学
部
生
涯
学
習
事
業

山
口
大
学
人
文
学
部
は
今
年
度
、
生
涯
学
習
事
業
と

し
て
、
や
ま
ぐ
ち
サ
タ
デ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
、
公
開
講
演
、

出
前
講
義
の
三
つ
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

(

一)

や
ま
ぐ
ち
サ
タ
デ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ

(

公
開
講
座)

地
域
社
会
の
方
々
と
学
生
が
共
に
学
ぶ
場
と
し
て
平

成
一
三
年
度
に
始
ま
っ
た
サ
タ
デ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
も
、

今
年
で
一
〇
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
は
前
期
・
後
期
と
も
に
一
講
座
ず
つ
の
開
講
で
す
。

や
ま
ぐ
ち
サ
タ
デ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
は
、
異
文
化
交

流
コ
ー
ス
、
や
ま
ぐ
ち
学
コ
ー
ス
、
日
本
文
化
コ
ー
ス
、

現
代
文
化
コ
ー
ス
、
外
国
語
学
習
コ
ー
ス
の
五
コ
ー
ス

が
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
前
期
は
、
現
代
文
化
コ
ー
ス

で
、
田
中
均
講
師
の

｢

演
劇
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
現

在｣

が
、
六
月
五
日
か
ら
六
月
二
六
日
ま
で
の
計
四
回

開
催
さ
れ
、
一
二
名
の
方
々
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

後
期
は
、
や
ま
ぐ
ち
学
コ
ー
ス
で
、
村
田
裕
一
准
教

授
の

｢

山
口
県
に
お
け
る
鉄
器
の
は
じ
ま
り｣

が
開
催

中
で
す
。
一
三
名
の
方
々
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

〇
月
一
六
日
か
ら
一
一
月
六
日
ま
で
の
計
四
回
の
開
催

で
す
。

山
口
サ
タ
デ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山

口
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
受
け
付
け
窓

口
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
電
話
番
号
、URL

は
左
記
の

通
り
で
す
。

山
口
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

TEL
083-933-5059

URL
http://www.ext.yamaguchi-u.ac.jp

(

二)
人
文
学
部
公
開
講
演

人
文
学
部
は
、
毎
年
一
回
、
二
名
の
教
員
が
山
口
県

内
の
山
口
市
以
外
の
都
市
に
出
向
い
て
、
一
つ
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
の
下
に
公
開
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
で
二
三
回
目
を
数
え
ま
す
。
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は

｢

失
わ
れ
て
い
く
言
語
の
多
様
性
を
守
る
た
め
に｣

で
、
乾
准
教
授
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
准
教
授
が
担
当
さ
れ

ま
す
。
演
題
は
そ
れ
ぞ
れ
、
乾
准
教
授
が

｢

世
界
言
語

の
多
様
性｣

、
フ
リ
ッ
プ
ス
准
教
授
が

｢

少
数
言
語
の

機
械
翻
訳｣

で
す
。
一
一
月
一
三
日
に
、
周
南
市
徳
山

保
険
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
講

演
は
、
周
南
市
教
育
委
員
会
と
山
口
大
学
人
文
学
部
後

援
会
の
ご
協
力
を
得
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
も
、
県
内
の
別
の
地
域
で
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ

を
変
更
し
て
、
公
開
講
演
を
行
う
予
定
で
お
り
ま
す
。

公
開
講
演
は
入
場
無
料
で
、
お
申
込
み
も
不
要
で
す
の

で
、
お
近
く
で
開
催
の
折
は
、
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

(

三)

出
前
講
義

山
口
大
学
で
は
、
教
員
が
県
内
外
の
高
校
等
に
出
向

き
、
専
門
分
野
の
こ
と
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講
義

を
す
る
出
前
講
義
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
人
文
学
部

の
教
員
も
、
毎
年
数
件
の
出
前
講
義
に
出
向
い
て
お
り

ま
す
。
出
前
講
義
も
、
や
ま
ぐ
ち
サ
タ
デ
ー
・
カ
レ
ッ

ジ
と
同
様
、
山
口
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

が
受
け
付
け
窓
口
で
す
。
各
教
員
の
講
義
題
目
・
講
義

内
容
は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

(

人
文
学
部
生
涯
学
習
推
進
室
長

下
嵜
正
利
準
教
授)
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人文学部公開講演



和
田
・
八
木
両
先
生

瑞
宝
中
綬
章
叙
勲

こ
の
た
び
、
和
田
敏
英
先
生
、
八
木

充
先
生
に
は
平
成
二
二
年
度
春
の
瑞

宝
中
綬
章
を
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
。

両
先
生
の
栄
誉
を
た
た
え
、
お
慶

び
申
し
あ
げ
、
ご
近
況
を
う
か
が
う

べ
く
当
欄

｢

恩
師
健
在｣

に
ご
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

����
和

田

敏

英

ま
ず
初
め
に
、
鴻
文
会
誕
生
の
経
緯
を
あ
ら
ま
し
振

り
返
っ
て
お
き
た
い
。

過
ぐ
る
一
九
五
三
年
三
月
、
山
口
大
学
文
理
学
部
で

は
、
文
学
科
二
四
名
と
理
学
科
一
五
名
の
第
一
回
卒
業

生
が
巣
立
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
は
、
早
く
も
文
理
学
部

学
部
長
を
会
長
と
す
る
文
理
学
部
同
窓
会
が
正
式
に
発

足
し
た
。

し
か
し
、
他
学
部
の
同
窓
会
の
場
合
と
は
異
な
り
、

こ
の
文
理
学
部
同
窓
会
と
そ
の
前
身
母
体
た
る
旧
制
山

口
高
校
同
窓
会
と
の
間
に
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
意
思

疎
通
が
な
か
っ
た
。
だ
が
幸
い
、
旧
制
山
高
出
身
の
歴

代
文
理
学
部
長
の
配
慮
に
よ
っ
て
、｢

文
理
学
部
卒
業

生
名
簿｣

は

『

旧
制
山
高
同
窓
会
会
員
録』

の
巻
末
に

収
録
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
合
冊
名
簿
が
三
た
び
続
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
後
は
教
養
部
創
設(

一
九
六
七
年)

と
そ
れ
に
続

い
た
大
学
紛
争
の
影
響
も
あ
っ
て
、
学
内
に
設
け
た
名

簿
刊
行
委
員
会
に
よ
る

『

山
口
大
学
文
理
学
部
卒
業
生

名
簿』

(

一
九
七
六
年)

が
よ
う
や
く
発
刊
さ
れ
た
だ
け

で
あ
っ
た
。

や
が
て
多
年
の
宿
題
が
叶
っ
て
、
一
九
七
八
年
六
月
、

文
理
学
部
は
改
組
さ
れ
人
文
学
部
と
理
学
部
と
に
分
離

独
立
し
た
。
こ
の
現
状
に
即
し
て
、
そ
の
秋
一
〇
月
末

に
開
催
さ
れ
た
文
理
学
部
同
窓
会
は
発
展
的
に
解
消
し
、

同
時
に
わ
れ
わ
れ
文
学
科
は
人
文
学
部
と
一
体
に
な
り
、

そ
の
第
一
回
総
会
に
お
い
て
新
同
窓
会

｢

鴻
文
会｣

が

結
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
人
文
学
部
は
着
々
と
整
備
拡
充
さ
れ
、
吉
田

地
区
の
六
階
建
新
校
舎
に
移
る
と
と
も
に
、
一
九
八
五

年
に
は
遂
に
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科(

修
士
課
程
、

入
学
定
員
八
名)

が
設
置
さ
れ
、
鴻
文
会
は
院
の
修
了

者
を
も
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二

さ
て
、
鴻
文
会
は

｢

鴻
文
会
会
報｣
創
刊
号

(

一
九

八
一
年)

及
び
第
一
回
の

『

鴻
文
会
会
員
名
簿』

(

一

九
八
二
年)

を
刊
行
し
、
会
員
相
互
の
連
帯
と
親
睦
の

増
進
は
も
と
よ
り
学
部
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を

指
向
し
た
の
で
あ
る
。

鴻
文
会
の
主
要
な
行
事
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
四

年
ご
と
に
開
催
の
総
会
・
懇
親
会
と
公
開
講
演
会
で
あ

ろ
う
。

第
二
回
総
会
・
懇
親
会(

一
九
八
五
年
一
一
月)

山
口
大

学
大
学
会
館

河
野
稠
果
氏(

文
理
社
会
学
第
一
回
卒

厚
生
省
人

口
問
題
研
究
所
人
口
政
策
部
長)

演
題

｢

人
口
高
齢
化
を
考
え
る｣

人
文
学
部
一
〇
周
年
記
念
行
事

学
部
の
前
庭
に
ク
ス
ノ
キ
二
本
植
樹

記
念
講
演
会(

一
九
八
八
年
五
月)

人
文
学
部

柴
田
俊
造
氏(

文
理
国
文
学
第
四
回
卒

東
海
大
学

留
学
生
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授)

演
題｢

日
本
留
学
生
受
入
れ
の
経
緯
と
問
題
点｣

松
浦
亮
氏(

文
理
英
米
文
学
第
六
四
回
卒

中
国
新

聞
販
売
局
次
長)

演
題｢

大
学
と
社
会｣

第
三
回
総
会
・
懇
親
会(

一
九
八
九
年
一
一
月)

大
学
会
館

重
中
十
士
朗
氏(

文
理
国
史
学
第
一
回
卒

元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
山
口
放
送
局
副
局
長)

演
題｢

テ
レ
ビ
報
道
三
五
年
―
誤
報
と
真
実
の
間
―｣

第
四
回
総
会
・
懇
親
会(

一
九
九
三
年
八
月)

大
学
会
館

原
野
和
夫
氏(

旧
制
山
高
第
二
六
回
卒

元
時
事
通

信
社
社
長

現
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
野
球
連
盟
会
長)

演
題｢

分
水
嶺
の
日
本｣

第
五
回
総
会
・
懇
親
会(

一
九
九
七
年
八
月)

大
学
会
館

松
尾
龍
彦
氏(

文
理
社
会
学
第
二
回
卒

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

解
説
委
員)

演
題｢

急
が
れ
る
日
本
の
司
法
改
革｣

人
文
学
部
創
立
二
〇
周
年(

一
九
九
八
年)

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
記
念
植
樹

第
六
回
総
会
・
懇
親
会(

二
〇
〇
一
年
八
月)

大
学
会
館

理
学
部
同
窓
会｢

鴻
理
会｣

と
合
同
開
催

松
下
孝
幸
氏(

文
理
生
物
学
第
二
二
回
卒

土
井
ヶ

浜
遺
跡
・
人
類
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長)

演
題｢

人
骨
か
ら
日
本
人
の
起
源
と
未
来
を
探
る｣

(

日
本
人
の
ル
ー
ツ)

第
七
回
総
会
・
懇
親
会(

二
〇
〇
五
年
八
月)

大
学
会
館

林
田
慎
之
助
氏(

文
理
中
国
文
学
第
五
回
卒

神
戸

女
子
大
学
文
学
部
教
授)

演
題｢

寛
政
異
学
の
禁
と
二
人
の
儒
侠
―
亀
井
南
冥

と
亀
田
鵬
斎｣

人
文
学
部
創
立
三
〇
周
年(

二
〇
〇
八
年)

外
灯
寄
贈(

人
文
学
部
中
庭)

第
八
回
総
会
・
懇
親
会

(

二
〇
〇
九
年
八
月)

山
口
市

湯
田
温
泉
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ

再
び
鴻
理
会
と

の
合
同
開
催

原
早
苗
氏

(
文
理
社
会
学
第
二
〇
回
卒

消
費
者
行

政
推
進
会
議
委
員)

演
題

｢

消
費
者
庁
・
消
費
者
委
員
会
発
足
が
問
い
か

け
る
も
の｣

近
藤
広
一
氏

(

文
理
化
学
第
一
八
回
卒

本
田
技
研

工
業
株
式
会
社
副
社
長)

演
題

｢

ホ
ン
ダ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営｣

三

こ
の
よ
う
に
、
鴻
文
会
が
学
内
外
の
諸
情
勢
に
対
応

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
着
実
に
発
展
し
て

き
た
の
は
、
特
に
歴
代
の
会
長
、
学
内
幹
事
、
役
員
の

並
々
な
ら
ぬ
尽
力
の
賜
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
願
わ
く
は
、

わ
が
鴻
文
会
が
そ
の
名
の
由
来
に
恥
じ
ず
、
雄
飛
し
て

い
く
こ
と
を
念
ず
る
の
み
。

三
〇
年
一
昔
。
顧
み
れ
ば
、
旧
制
山
高
、
文
理
学
部

文
学
科
、
人
文
学
部
と
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
籍
を
置
い
た

わ
が
身
も
、
は
や
傘
寿
を
迎
え
て
懐
旧
の
情
尽
き
ず
、

敢
え
て
か
の
西
行
法
師
の
歌
に
あ
や
か
り
、
こ
の
拙
文

を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

年
た
け
て
又
越
ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や

い
の
ち
な
り
け
り
さ
夜
の
中
山

(

文
治
二
年

六
九
歳)

付
・
参
照

一
、｢

鴻
文
会
会
報｣

創
刊
号

(

一
九
八
一
年
一
二
月)

鴻
文
会
の
発
足
を
機
会
に

一
、『

山
口
大
学
三
十
年
史』

(

昭
和
五
七
年
一
二
月)

第
二
編

第
一
章
人
文
学
部

第
五
節
文
理
学
部

同
窓
会

(

三
一
五
頁
―
一
八
頁)

一
、｢

鴻
文
会
会
報｣

第
九
号

(

平
成
二
年
一
月)

鴻
文
会
―
二
期
八
年
の
歩
み

(

文
理
第
一
回
卒
・
英
米
文
学)
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私
は
、
学
生
時
代
の
四
年
間

と
教
員
と
し
て
の
一
九
五
九
〜

一
九
九
五
年
の
都
合
四
〇
年
を

山
大
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
後

期
高
齢
者
扱
い
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
現
在
、
人
生
の
過
半

の
歳
月
を
本
学
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
来
し
方
、

い
く
末
を
案
ず
る
と
、
も
う
過
去
の
記
憶
は
不
鮮
明
に

な
っ
て
き
た
。
臨
床
心
理
学
専
攻
の
知
人
に
よ
る
と
、

記
憶
に
二
通
り
の
性
向
が
あ
っ
て
、
過
去
の
事
実
は
比

較
的
よ
く
覚
え
て
い
る
の
に
、
直
近
の
こ
と
は
忘
れ
や

す
い
場
合
と
、
逆
に
過
去
は
当
然
記
憶
さ
れ
が
た
く
、

新
し
い
事
実
は
的
確
に
再
生
産
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

過
去
と
近
年
の
記
憶
が
相
互
に
干
渉
し
あ
い
、
前
者
を

記
憶
の
順
向
干
渉
、
後
者
を
記
憶
の
逆
向
干
渉
と
呼
ぶ

そ
う
で
あ
る
。
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
順
向
干
渉
力

の
ま
さ
っ
た
体
質
で
、
古
代
史
を
選
択
し
、
近
現
代
史

を
遠
ざ
け
た
の
は
、
何
よ
り
の
僥
倖
と
い
っ
て
よ
い

(

以
下
事
実
に
不
正
確
な
点
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い)

。

記
憶
の
薄
れ
た
部
分
は
少
な
く
な
い
が
、
四
〇
年
内
、

と
く
に
印
象
に
残
る
出
来
事
と
い
え
ば
、
次
の
二
つ
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、
二
、
三
度
の
学
部
組
織
の
改
制
で
あ
る
。

一
九
四
九
年
学
制
改
革
で
旧
制
山
口
高
等
学
校
の
教
員

と
校
舎
を
母
体
に
文
理
学
部
が
、
現
在
の
県
立
山
口
高

等
学
校
の
地
で
発
足
し
た
。
文
学
科
の
入
学
定
員
六
五

名
、
教
員
一
六
名
の
体
制
で
あ
っ
た
。
教
員
は
い
ず
れ

も
畏
敬
の
念
を
抱
か
せ
る
個
性
派
揃
い
で
、
私
が
国
史

専
攻
を
志
し
た
の
も
、
福
尾
猛
市
郎
教
授
の
講
義
の
感

化
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
五
四
年
に
後
河
原

(

現

山
口
県
立
図
書
館
の
地)

に
移
転
、
六
六
年
教
養
部
が

分
立
、
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
教

育
と
専
門
教
育
を
担
当
し
た
。

さ
ら
に
第
二
次
改
組
が
七
八
年
の
文
理
の
分
離
改
組

で
、
人
文
学
部
が
成
立
し
、
よ
う
や
く
文
系
単
独
学
部

に
脱
皮
し
た
。
改
組
に
あ
た
っ
て
、
連
日
の
よ
う
に
教

官
会
議
が
夜
八
、
九
時
ま
で
開
か
れ
、
当
時
学
科
主
任

で
あ
っ
た
天
野
鎮
雄
教
授
と
夜
道
を
自
転
車
で
帰
宅
し

た
の
を
思
い
出
す
。
学
科
の
構
成
、
授
業
科
目
、
さ
ら

に
教
員
の
割
愛
・
採
用
や
文
部
省
と
の
折
衝
な
ど
、
多

大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
忍
耐
が
必
要
で
あ
っ
た
。
入
学
定

員
一
八
〇
名
。
と
く
に
四
三
名
の
教
員
を
確
保
す
る
た

め
の
割
愛
は
難
航
し
、
あ
る
教
員
の
場
合
、
渡
辺
真
治

学
部
長
と
相
手
の
所
属
長
に
三
度
面
会
を
乞
い
、
い
ず

れ
も
門
前
払
い
を
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
加
え
て
紹
介

者
か
ら
遅
々
た
る
進
展
に
怒
鳴
ら
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。

好
事
、
魔
多
し
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

改
組
と
連
動
す
る
か
の
ご
と
く
、
翌
年
大
学
発
足
以

来
の
入
試
の
一
期
校
・
二
期
校
制
が
共
通
一
次
学
力
試

験
に
改
正
さ
れ
、
つ
い
で
九
○
年
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
が
開
始
。
入
試
機
会
の
複
数
化
な
り
、
多
様
化
を

標
榜
し
た
と
い
う
が
、
受
験
者
・
入
学
者
に
大
き
な
異

変
を
生
じ
、
志
願
者
が
減
少
し
た
。
私
の
記
憶
で
は
現

役
合
格
者
が
急
増
、
ま
た
女
子
学
生
の
入
学
が
大
幅
に

伸
長
し
た(

私
の
同
期
生
、
実
数
三
三
名
中
女
子
三
人)

。

卒
業
後
の
就
職
分
野
も
教
員
優
勢
か
ら
、
社
会
の
変
化

や
少
子
化
な
ど
に
伴
い
、
公
務
員
や
一
般
企
業
に
広
が

っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
入
試
ま
さ
に
恐
る
べ
し
、

で
あ
る
。
現
行
の
セ
ン
タ
ー
入
試
に
も
改
善
す
べ
き
点

が
あ
る
が
、
い
ま
は
あ
え
て
言
及
し
な
い
。

も
う
一
点
印
象
に
残
る
出
来
事
と
い
え
ば
、
大
学
紛

争
で
あ
る
。
こ
の
名
称
の
適
否
は
問
わ
な
い
に
し
て
も
、

大
学
の
教
育
・
研
究
に
重
大
な
衝
撃
を
与
え
、
学
内
に

未
曽
有
の
混
乱
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
と
く
に
二
度
に

わ
た
る
紛
争
事
件
で
あ
る
。

一
つ
は
、
七
〇
年
安
保
闘
争
の
前
後
で
、
新
修
医
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
の
反
対
運
動
に
端
を
発
し
、
六

八
年
以
後
各
大
学
で
、
本
学
で
は
学
長
の
警
察
友
の
会

加
入
が
問
題
視
さ
れ
、
ラ
ジ
カ
ル
な
全
共
闘
一
派
の
主

導
に
よ
る
反
大
学
闘
争
が
燃
え
上
が
っ
た
。
六
九
年
初

め
の
安
田
講
堂
攻
防
事
件
は
、
た
ま
た
ま
渡
米
し
て
き

た
留
学
生
持
参
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
再
生
に
よ
っ
て
、

機
動
隊
の
突
入
を
機
に
あ
え
な
く
陥
落
し
た
の
を
生
々

し
く
実
感
し
た
。
帰
国
し
た
八
月
以
降
も
本
学
で
は
ひ

き
続
き
当
局
と
全
共
闘
の
抗
争
は
尾
を
引
き
、
一
二
月

に
は
文
理
学
部
の
建
物

(

現
在
の
理
学
部
の
校
舎
に
相

当)

は
、
バ
リ
ケ
ー
ド
で
不
法
封
鎖
さ
れ
、
教
員
・
学

生
は
校
舎
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
羽
目
と
な
っ
た
。
講
義

は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
ず
、
緊
急
教
官
会
議
も
学
外
の
学

部
長
私
宅
な
ど
で
、
ひ
っ
そ
り
開
催
さ
れ
る
異
常
事
態

が
つ
づ
い
た
。
大
学
本
来
の
機
能
は
全
面
的
に
ス
ト
ッ

プ
し
、
学
内
は
騒
然
た
る
状
態
と
な
っ
た
。
入
試
も
学

外
の
私
立
学
校
の
校
舎
を
借
用
し
て
、
機
動
隊
に
ま
も

ら
れ
、
辛
う
じ
て
実
施
で
き
た
。
一
年
後
よ
う
や
く
平

静
化
に
向
か
っ
た
。

も
う
一
件
は
、
七
一
年
学
長
の
選
考
問
題
か
ら
学
生

の
抵
抗
運
動
は
再
燃
し
、
団
体
交
渉
や
街
頭
デ
モ
が
く

り
か
え
さ
れ
た
。
当
時
厚
生
補
導
教
官

(

の
ち
学
生
部

委
員)

を
命
ぜ
ら
れ
、
道
交
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
る
と

学
生
の
身
元
引
き
受
け
人
と
し
て
、
警
察
署
公
安
課
に

出
頭
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
紛
争
を
通
じ
て
、
私
は
学
生
の
主
張
に
も

耳
を
傾
け
る
余
地
が
あ
り
、
教
師
―
学
生
の
関
係
を
こ

え
た
人
間
的
な
理
解
に
魅
せ
ら
れ
る
局
面
に
遭
遇
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
こ
の
対
決
を
空
し
い
奇
遇

の
季
節
だ
っ
た
と
は
、
今
も
決
し
て
思
っ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

(

文
理
第
二
回
卒
・
国
史
学)

�������������藤

村

泰

夫

歴
史
的
事
件
が
、
一
人
の
個
人
の
人
生
を
左
右
す
る

と
い
う
の
は
、
頭
の
中
で
は
、
わ
か
っ
た
つ
も
り
に
な

っ
て
い
た
が
、
ま
さ
か
、
自
分
に
も
そ
れ
が
あ
ろ
う
と

は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
、
同
時
多
発
テ
ロ
、
そ
れ

は
私
が
、
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
目
を
向
け
、
自

分
た
ち
の
地
域
か
ら
世
界
史
を
考
え
る
と
い
う
視
点
を

与
え
て
く
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
。

同
時
多
発
テ
ロ
が
お
き
て
二
ヶ
月
後
の
一
一
月
四
日
、

防
府
市
小
野
の
公
民
館
の
文
化
祭
で
、
戦
前
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
農
業
指
導
で
渡
っ
た
農
商
務
省
の
技
官
、

尾
崎
三
雄
が
撮
っ
た
写
真
数
十
枚
が
展
示
さ
れ
た
。
そ

の
こ
と
を
朝
刊
で
知
り
、
知
り
合
い
の
中
東
・
イ
ス
ラ
ー

ム
を
学
ぶ
山
口
大
学
の
学
生
と
見
に
行
っ
た
。
そ
の
日

を
境
に
し
て
、
私
と
尾
崎
家
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。

尾
崎
三
雄
、
一
九
三
五
年
か
ら
三
八
年
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
渡
り
、
農
業
指
導
を
行
っ
た
農
商
務
省
の
技

官
で
あ
る
。
彼
が
残
し
た
数
百
枚
の
写
真
、
文
書
は
、

今
日
、
戦
前
の
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
や
日
本
と
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
関
係
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て
い
る
。
当
初
、
尾
崎
三
雄
の
遺
族
の
方
か
ら
そ

れ
ら
を
見
せ
ら
れ
た
折
は
、
ど
う
対
処
し
て
い
い
の
か

皆
目
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
教
え
子
が
一

橋
大
学
で
加
藤
博
先
生
の
も
と
で
中
東
を
研
究
し
て
い

る
話
を
耳
に
し
、
彼
女
に
資
料
の
一
部
を
コ
ピ
ー
し
て

送
っ
て
、
加
藤
先
生
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の

問
題
は
解
決
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
〇
〇
三
年
四
月
二
九
日
、
加
藤
博
、

臼
杵
陽
、
鈴
木
均
と
い
う
三
人
の
研
究
者
が
山
口
の
尾

崎
家
を
訪
れ
、
本
格
的
な
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。(

尾

崎
三
雄
の
詳
細
は
、
尾
崎
三
雄
Ｈ
Ｐ
参
照)

二
〇
〇
五
年
一
二
月
、
三
人
の
研
究
者
か
ら
尾
崎
三

雄
の
研
究
も
か
な
り
進
ん
だ
の
で
、
一
度
山
口
の
人
に

尾
崎
三
雄
を
知
っ
て
い
た
だ
く
べ
く
、
公
開
講
演
会
を

開
き
た
い
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
提
案
の
際

に
、
私
は

｢

公
開
講
演
会
の
際
に
、
高
校
生
の
中
東
・

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
関
す
る
研
究
発
表
会
も
付
随
し
て

行
っ
て
は
ど
う
か｣

と
要
求
し
、
そ
の
場
に
い
た
件
の

研
究
者
や
高
校
の
教
員
か
ら
賛
同
が
得
ら
れ
た
。
こ
う

し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
日
本
初
の
高
校
生
に
よ
る
中

東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
自
分

た
ち
の
地
域
に
住
む
ム
ス
リ
ム
や
中
東
滞
在
経
験
の
あ

る
日
本
人
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
、
ム
ス
リ
ム
と
い
え

ど
も
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
違
う
こ
と
や
、
地
域
を
こ

え
て
共
通
の
習
慣
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
高
校
生
達
は
、

｢

テ
ロ
や
厳
し
い
宗
教｣

と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の

中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
観
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
地
域
の
中
に
世
界
史
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
は
、
高
校
生
だ
け
で
は
な
く
、

私
に
も

｢

地
域
の
中
で
世
界
史
を
考
え
る
こ
と
の
有
効
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性｣

を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

翌
年
一
〇
月
、
石
見
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
契
機

に
し
て
、
私
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
小
学
校
か

ら
大
学
ま
で
の
教
員
で
構
成
さ
れ
る

｢

地
域
か
ら
考
え

る
世
界
史｣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の

グ
ル
ー
プ
サ
イ
ト
を
結
成
し
た
。
そ
の
多
く
は
、
高
等

学
校
の
世
界
史
や
日
本
史
の
教
員
で
あ
る
が
、
研
究
者

は
、
歴
史
学
だ
け
で
は
な
く
、
音
楽
、
思
想
史
、
水
中

考
古
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
活
動
は
ネ
ッ
ト
上
に
お

け
る
情
報
や
意
見
交
換
の
他
、
年
一
回
の
研
究
報
告
会

で
、
会
員
は
、
現
在
、
一
五
〇
名
を
数
え
、
研
究
報
告

会
は
今
年
の
下
関
で
四
回
に
な
る
。

｢

地
域
の
中
か
ら
世
界
史
を
学
ぶ｣

と
い
う
視
点
に

基
づ
く
史
実
が
、
二
〇
一
三
年
か
ら
始
ま
る
新
学
習
指

導
要
領
下
の
世
界
史
教
科
書
に
も

｢

日
本
列
島
の
中
の

世
界
史｣

と
い
う
形
で
記
述
さ
れ
る
。
ま
さ
に

｢

地
域

か
ら
考
え
る
世
界
史｣

は
、
時
代
が
求
め
た
視
点
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

｢

あ
の
時
、
あ
の
場
所
に
い
な
か
っ
た
ら｣

と
、
歌

の
歌
詞
で
は
な
い
が
、
私
の
世
界
史
の
教
員
と
し
て
の

人
生
に
と
っ
て
、
二
〇
〇
一
年
は
大
き
な
分
岐
点
を
は

ら
ん
だ
年
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

(

人
文
第
一
回
卒
・
西
洋
史
学
／
人
文
院
第
一
七
回
修
了)

������
原

口

公

康

先
月
・
先
々
月
と
出
張
し
た
折
、
大
学
時
代
の
友
人

た
ち
と
久
々
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
一
年
ぶ
り
に
会

う
友
人
も
い
れ
ば
、
お
よ
そ
二
〇
年
ぶ
り
に
会
っ
た
友

人
も
い
た
。
大
学
卒
業
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
頑
張

っ
て
お
り
、
年
を
取
る
ご
と
に
仕
事
も
忙
し
く
、
ま
た

家
族
の
こ
と
も
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
会
っ
て
酒
を
飲
む
と

い
う
こ
と
が
な
か
な
か
出
来
な
か
っ
た
。
が
、
今
回
、

そ
の
念
願
が
や
っ
と
叶
っ
た
。

本
当
に
多
忙
な
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
都
合
を
つ
け
て

来
て
く
れ
た
友
人
と
の
再
会
は
、
意
外
に
ス
ム
ー
ズ
に

進
ん
で
い
っ
た
。
長
い
間
、
会
っ
て
い
な
か
っ
た
ブ
ラ

ン
ク
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

卒
業
し
て
か
な
り
の
月
日
が
経
っ
て
い
る
の
で
、
お
互

い
に
腹
が
出
た
り
、
髪
が
白
く
な
っ
た
り
薄
く
な
っ
た

り
と
、
明
ら
か
に

｢

オ
ジ
サ
ン
化｣

し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
話
を
始
め
る
と
ま
る
で
今
が
学
生
時
代
か
と

錯
覚
す
る
ぐ
ら
い
い
ろ
ん
な
話
が
出
来
た
。
特
に
仲
間

と
一
緒
に
汗
を
流
し
た
部
活
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
全
く

な
か
っ
た
下
宿
生
活
の
思
い
出
な
ど
は
当
時
を
懐
か
し

く
思
い
な
が
ら
大
変
話
が
盛
り
上
が
っ
た
。
本
当
に
楽

し
い
時
間
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
友
人
た
ち
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

思
え
ば
、
高
校
を
卒
業
し
、
初
め
て
親
元
を
離
れ
た

不
安
と
、
親
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
手
に
入
れ
た
自

由
と
い
う
も
の
に
戸
惑
い
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
大

学
生
生
活
。
先
輩
や
後
輩
と
の
関
わ
り
の
な
か
で

｢

自

分｣

と
い
う
も
の
を
見
つ
め
始
め
、
そ
し
て
、
少
し
ず

つ
自
分
を
理
解
し
て
い
っ
た
の
が
学
生
時
代
だ
っ
た
。

ま
た
、
青
年
期
特
有
の
正
義
感
や
純
粋
さ
で
、
社
会

や
大
人
に
対
す
る
憤
り
や
葛
藤
を
感
じ
な
が
ら
、
自
分

な
り
に
精
一
杯
生
き
て
い
た
の
が
山
口
大
学
で
の
学
生

時
代
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
ん
な
青
春
時
代
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
残
す
こ
と
が
出
来
た
の

だ
と
思
う
。

山
大
入
学
前
も
在
学
中
も
、
私
は
大
学
を
卒
業
し
た

ら
故
郷
の
福
岡
に
帰
っ
て
教
師
に
な
る
つ
も
り
で
い
た
。

だ
が
、
人
生
と
い
う
の
は
本
当
に
わ
か
ら
な
い
も
の
で
、

四
年
間
の
予
定
だ
っ
た
学
生
生
活
は
最
終
的
に
五
年
間

と
な
り
、
都
会
に
帰
る
つ
も
り
が
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
自

然
に
囲
ま
れ
た
環
境
じ
ゃ
な
い
と
生
き
ら
れ
な
く
な
り

と
、
結
局
、
気
が
つ
い
て
み
た
ら
、
大
学
時
代
か
ら
そ

の
ま
ま
山
口
県
に
居
付
い
て
し
ま
い
、
山
口
県
人
と
化

し
て
し
ま
っ
た
。(

た
だ
し
現
在
は
、
山
口
市
を
離
れ
、

萩
市
在
住
。)

と
い
う
の
も
、
大
学
卒
業
後
、
山
口
で
一
年
間
企
業

に
勤
め
た
あ
と
そ
の
ま
ま
こ
の
地
で
念
願
の
教
師
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど

｢

平
成｣

と

い
う
元
号
が
始
ま
っ
た
年
、
山
口
市
に
あ
る
野
田
学
園

中
学
高
等
学
校
に
採
用
さ
れ
た
。
い
つ
の
間
に
か
今
年

で
二
二
年
目
と
な
る
。
学
校
で
は
社
会

(

地
歴
公
民)

科
を
担
当
し
、
中
学
生
と
高
校
生
に
授
業
や
部
活
動
を

教
え
な
が
ら
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

近
年
、
私
の
勤
務
す
る
野
田
学
園
高
校
の
卒
業
生
が

毎
年
山
大
に
一
〇
人
前
後
入
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
に
は
人
文
学
部
へ
進
学
す
る
も
の
も
出
て
き
た
。

｢

研
究
室
は
日
本
思
想
史
が
い
い
ぞ
！｣

と
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
無
い
。
ほ
ん
の
少
し
だ

け
で
は
あ
る
が
、
人
文
学
部
の
卒
業
生
と
し
て
の
責
任

を
果
た
せ
て
い
る
か
な
ぁ
と
、
思
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
多
く
の
生
徒
を
山
大
へ
進
学

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
関
係
の
先
生
方
、
そ

の
際
は
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。(

笑)

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
山
口
大
学
は
学
内
の
改
革
が
積

極
的
に
行
わ
れ
、
学
問
研
究
を
初
め
と
し
て
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
整
備
も
大
胆
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
昔
の
卒
業

生
に
と
っ
て
懐
か
し
い
正
門
や
駐
車
場
近
辺
は
、
生
ま

れ
変
わ
っ
て
、
新
生
山
口
大
学
を
象
徴
す
る
よ
う
な
明

る
さ
と
新
鮮
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
文
学

部
周
辺
も
昔
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
新
た
な
建
物
が
建
設

さ
れ
た
り
改
修
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
私
が
現
役
学

生
と
し
て
通
っ
た
時
分
と
は
か
な
り
違
っ
た
雰
囲
気
に

な
っ
て
い
る
。(

詳
し
く
は
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
せ
ま
す
！)

二
一
世
紀
に
な
っ
て
は
や
一
〇
年
、
世
の
中
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
こ
と
を
た
だ

踏
襲
し
て
い
る
よ
う
な
組
織
や
団
体
は
次
々
と
世
間
の

荒
波
に
飲
み
こ
ま
れ
て
い
く
時
代
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
大
事
な
母
校
で
あ
る

｢

山
口
大
学｣

が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、
卒
業
生
が

胸
を
張
れ
る
大
学
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
全
力
で
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
特
に
、

｢
人
文
学
部｣

に
は
そ
の
中
核
と
な
っ
て
、
大
学
全
体

を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

ま
ず
は
私
自
身
が
卒
業
生
の

｢

心
の
ふ
る
さ
と｣

を
守

り
抜
く
た
め
に
鴻
文
会
の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

(
人
文
第
七
回
卒
・
日
本
思
想
史) ����������������宮

藤

隆

夫

昭
和
五
三
年
の
発
足
以
来
毎
年
欠
か
さ
ず
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
社
会
学
同
窓
会
総
会
は
、
回
を
重
ね
て
本

年
は
第
三
三
回
の
総
会
開
催
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
の
総
会
は
、
平
成
二
二
年
六
月
五
日
の
土
曜
日

(

総
会
は
、
毎
年
六
月
の
第
一
土
曜
日
の
開
催
が
恒
例

と
な
っ
て
い
る
。)

、
午
後
四
時
か
ら
山
口
市
熊
野
町
の

防
長
苑
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
終
了
後
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
は
、
先
生
方
の
ご
出
席
は
、
出
席
の

ハ
ガ
キ
を
い
た
だ
い
て
い
た
小
川
全
夫
先
生
が
急
用
の

た
め
残
念
な
が
ら
急
遽
出
席
が
叶
わ
ず
ご
欠
席
と
な
り
、

本
年
三
月
を
も
っ
て
ご
退
職
さ
れ
た
小
谷
典
子
先
生
、

現
教
員
の
横
田
尚
俊
先
生
、
そ
し
て
、
小
谷
先
生
の
後

任
と
し
て
本
年
四
月
に
ご
着
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
速
水

聖
子
先
生
の
お
三
方
で
し
た
。

同
窓
生
会
員
の
出
席
は
、
昭
和
二
九
年

(

第
二
回)

の
卒
業
で
、
総
会
に
は
毎
年
欠
か
さ
ず
出
席
さ
れ
て
い

る
松
崎
公
彦
、
宮
川
秋
三
の
両
大
先
輩
を
は
じ
め
、
平

成
一
四
年
の
卒
業
で
一
番
若
い
要
貴
志
さ
ん
ま
で
総
勢

一
二
名
、
こ
の
う
ち
県
外
か
ら
の
出
席
者
は
、
鹿
児
島

県
、
福
岡
県

(

二
名)

、
広
島
県
か
ら
の
四
名
、
ま
た
、

女
性
の
出
席
者
は
、
四
名
で
し
た
。

総
会
は
、
森
重
祐
二
副
会
長

(

昭
和
五
五
年
卒)

の

司
会
進
行
に
よ
り
始
ま
り
、
議
事
は
、
会
長
あ
い
さ
つ
、

来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
平
成
二
一
年
度
収
支
決
算
報
告

が
行
わ
れ
、
村
田
博
監
事

(

昭
和
四
二
年
卒)

が
監
査

結
果
の
報
告
を
行
い
、
異
議
な
く
全
会
一
致
で
収
支
決

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
小
谷
先
生
に
対
し
、
昭
和
五
四
年
一
〇
月

の
ご
着
任
以
来
、
長
年
に
わ
た
っ
て
同
窓
会
に
対
し
多

大
な
ご
支
援
を
賜
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表

す
た
め
、
同
窓
会
か
ら
心
ば
か
り
の
記
念
品(

図
書
券)

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
に
対
す
る
小
谷
先
生
の
今
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日
ま
で
の
ご
支
援
を
心
か
ら
感
謝
し
、
先
生
の
今
後
の

ご
多
幸
、
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

そ
の
後
、
こ
の
た
び
新
し
く
着
任
さ
れ
た
速
水
先
生

が
自
己
紹
介
さ
れ
た
後
、
横
田
先
生
か
ら
研
究
室
の
近

況
報
告
が
行
わ
れ
、
総
会
は
予
定
通
り
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
別
席
に
移
動
し
て
交
流
会

に
移
り
、
宮
川
先
輩
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
開
宴
し
、

歓
談
、
出
席
者
一
人
ひ
と
り
が
思
い
つ
く
ま
ま
に
近
況

報
告
を
行
い
、
予
定
の
二
時
間
を
少
し
オ
ー
バ
ー
し
、

交
流
会
は
盛
会
裏
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
速
水
先

生
は
、
ご
主
人
が
単
身
赴
任
中
の
た
め
お
子
様
連
れ
で

の
ご
出
席
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
交
流
会
の
場
の
雰
囲

気
が
一
層
明
る
く
和
や
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
学
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
る
六
月
の
第
一
土
曜
日

は
、
山
口
市
の
市
街
地
を
流
れ
る
一
の
坂
川
の
ホ
タ
ル

祭
り
が
開
催
さ
れ
る
時
期
と
例
年
重
な
り
ま
す
。
当
日

も
、
一
の
坂
川
周
辺
で
は

｢

ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ｣

が

開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
年
は
ホ
タ
ル
の
飛
び
始

め
る
の
が
遅
か
っ
た
せ
い
か
、
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
の
乱
舞

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ホ
タ
ル
の
数
よ
り
多
い

観
賞
客
で
一
の
坂
川
両
岸
は
か
な
り
混
雑
し
て
お
り
ま

し
た
。

今
年
は
、
例
年
出
席
さ
れ
て
い
る
同
窓
生
会
員
に
、

当
日
所
用
の
た
め
ご
都
合
が
つ
か
な
い
方
が
特
に
多
く

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
年
の
総
会
・
交
流
会
は
、

い
つ
も
よ
り
多
少
寂
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

出
席
メ
ン
バ
ー
も
こ
こ
数
年
顔
ぶ
れ
も
や
や
固
定
し
て

き
て
い
る
感
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
学
同
窓
会
の
総
会
・
交
流
会
は
、
歴
代
会
長
や

お
世
話
人
の
ご
心
配
に
よ
り
同
窓
会
発
足
以
来
三
〇
有

余
年
毎
年
欠
か
さ
ず
開
催
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
今
後
も
で
き
る
限
り
毎
年
開
催
さ
れ
、
会

員
相
互
の
交
流
の
輪
が
広
が
る
と
と
も
に
、
会
員
の
同

窓
会
へ
の
参
画
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

同
窓
会
の
存
在
意
義
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

も
の
と
、
現
在
同
窓
会
の
お
世
話
を
す
る
者
の
一
人
と

し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
開
催
会
場

や
交
流
会
会
費
な
ど
を
更
に
工
夫
し
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
会
員
の
皆
様
に
総
会
・
交
流
会
に
ご
出
席
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
も
配
慮
が
必
要
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

来
年
の
社
会
学
同
窓
会
総
会
・
交
流
会
に
老
若
男
女

を
問
わ
ず
多
く
の
同
窓
生
会
員
の
皆
様
方
の
ご
出
席
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(

文
理
第
一
五
回
卒
・
社
会
学)

����������南

里

義

則

こ
と
の
ほ
か
暑
さ
が
厳
し
か
っ
た
今
夏
の
余
韻
を
引

き
ず
っ
た
よ
う
な
、
秋
と
は
思
え
な
い
強
い
陽
射
し
が

照
り
付
け
た
一
〇
月
二
日
の
昼
。
四
〇
年
前
に
初
め
て

山
口
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
出
会
い
、
時
間
を
共
有
し
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
た
二
五
本
の
軌

跡
が
再
び
山
口
の
地
で
交
わ
っ
た
。

再
び
軌
跡
が
交
わ
る

｢
約
束
の
場
所｣

と
な
っ
た
の

は
、
山
口
市
湯
田
温
泉
の
防
長
苑
。
集
ま
っ
た
の
は
一

九
七
一

(

昭
和
四
六)

年
四
月
に
文
理
学
部
文
学
科
に

入
学
し
た
約
八
〇
人
中
、
三
割
に
当
た
る
二
五
人

(

男

性
一
二
人
、女
性
一
三
人)

。
遠
く
は
千
葉
市
か
ら
空
路

駆
け
つ
け
た
男
性
、
大
阪
府
高
槻
市
か
ら
新
幹
線
で
来

た
女
性
も
い
た
。
長
崎
市
や
佐
世
保
市
か
ら
列
車
を
乗

り
継
い
で
来
た
男
女
も
。

受
付
で
氏
名
を
名
乗
り
、
会
費
を
払
い
な
が
ら
、
チ

ラ
リ
と
会
場
入
り
口
付
近
に
た
む
ろ
す
る
男
女
を
見
て
、

目
を
見
開
き
な
が
ら

｢

も
し
か
し
て
○
○
さ
ん
じ
ゃ
な

い
？｣

｢

○
○
さ
ん
で
し
ょ
！｣

。
記
憶
の
底
に
眠
っ
て

い
た
互
い
の
昔
の
面
影
を
思
い
出
し
、
再
会
を
喜
び
合

う
笑
顔
が
あ
ち
こ
ち
で
は
じ
け
た
。

私
た
ち
が
山
大
に
入
っ
た
四
〇
年
前
。
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
、
大
学
解
体
な
ど
を
叫
ん
だ
七
〇
年
安
保
闘
争
の

残
り
火
が
ま
だ
く
す
ぶ
っ
て
い
た
。
学
生
運
動
の
セ
ク

ト
間
の
対
立
も
続
き
、
角
材
を
手
に
し
た
学
生
同
士
に

よ
る
流
血
騒
ぎ
な
ど
も
起
き
て
い
た
。
入
学
式
は
、
前

年
度
入
学
の
教
養
部
生
た
ち
が
実
施
し
た
ロ
ッ
ク
ア
ウ

ト
の
た
め
に
行
わ
れ
ず
、
授
業
も
な
か
な
か
始
ま
ら
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
混
乱
期
に
教
養
部
時
代
を
共
に
過
ご

し
た
同
窓
生
が
四
〇
年
後
の
こ
の
日
再
会
で
き
た
の
は
、

ひ
と
え
に
六
人
の
発
起
人
の
う
ち
福
岡
に
住
む
女
性
、

奥
田
和
子
さ
ん

(

西
洋
史
学)

の
根
気
強
い
幹
事
業
務

の
お
か
げ
だ
っ
た
。

さ
て
、
会
が
始
ま
っ
た
。
乾
杯
の
音
頭
は
発
起
人
の

一
人
の
男
性
が
取
っ
た
。
彼
は
教
養
部
時
代
こ
そ
授
業

に
出
て
き
て
い
た
も
の
の
、
専
攻
科
に
進
ん
で
次
第
に

顔
を
見
せ
な
く
な
り
、
人
よ
り
一
年
長
く
大
学
に
籍
を

置
い
た
苦
労
人
だ
っ
た

(

と
い
う
か
、
発
起
人
に
名
を

連
ね
た
私
を
含
む
男
性
四
人
全
員
が�
諸
般
の
事
情�

で
留
年
し
た
苦
労
人
？
だ
っ
た)

。

乾
杯
の
後
、
料
理
が
運
ば
れ
て
歓
談
に
入
っ
た
。
五

つ
の
丸
テ
ー
ブ
ル
に
五
人
ず
つ
が
着
席

(

席
は
あ
ら
か

じ
め
ク
ジ
び
き
で
決
定)

し
、
料
理
を
食
べ
、
酒
を
酌

み
交
わ
し
た
。
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
、
出
席
者
全
員

に
よ
る
三
分
間
ス
ピ
ー
チ
が
始
ま
っ
た
。

独
身
を
通
し
て
い
る
女
性
や
子
育
て
を
終
え
て
、
自

分
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
る
女
性
も
い
れ
ば
、
が
ん
を

発
症
し
て
手
術
を
受
け
た
男
女
、
訳
あ
っ
て
離
婚
し
た

男
女
、
会
社
を
辞
め
た
男
性
…
な
ど
文
字
通
り

｢

人
生

い
ろ
い
ろ｣

。
同
世
代
が
体
験
し
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の

半
生
の
断
面
に
、
自
分
の

｢

今｣

を
重
ね
た
の
は
た
ぶ

ん
、
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

中
に
は

｢

五
五
歳
で
再
婚
し
ま
し
た｣

と
ラ
ブ
ラ
ブ

の
熟
年
結
婚
を
報
告
す
る
女
性
や

｢

適
齢
期
の
娘
が
い

て
婚
活
中
で
〜
す｣

と
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
す
る
女
性

な
ど
も
い
て
一
緒
に
笑
っ
た
り
、
考
え
込
ん
だ
り
し
な

が
ら
濃
密
な
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

｢

慶
応
大
で
経
済
学
を
教
え
て
い
る｣

と
か

｢『

お
は

な
し
お
ば
さ
ん』

を
続
け
て
い
る｣

な
ど
、
出
席
で
き

な
か
っ
た
同
窓
生
か
ら
の
近
況
報
告
を
添
え
た
名
簿
も

配
ら
れ
、
そ
の
場
に
い
な
い
同
窓
生
の
こ
と
も
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
話
題
に
上
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
何
が
こ
の
二
五
人
を
山
口
の
地
に

引
き
寄
せ
た
の
だ
ろ
う
。
出
席
者
の
一
人
の
男
性
が
ス

ピ
ー
チ
で
指
摘
し
、
皆
が
共
感
し
た
の
は

｢

タ
イ
ミ
ン

グ
が
良
か
っ
た｣

こ
と
。
五
七
歳
〜
六
〇
歳
の
い
わ
ゆ

る
ア
ラ
カ
ン

(

ア
ラ
ウ
ン
ド
還
暦)

世
代
は
会
社
勤
め

な
ど
の
現
役
で
は
あ
っ
て
も
第
一
線
を
そ
ろ
そ
ろ
退
く

時
期
で
あ
り
、
子
育
て
も
ほ
ぼ
卒
業
し
て
自
分
の
時
間

が
持
て
る
時
期
で
も
あ
る
。

加
え
て
同
時
代
を
共
有
し
た
者
同
士
、
時
を
超
え
て

｢

青
春
の
現
場
で
再
会
し
た
い｣

と
の
思
い
が
二
五
人

を
呼
び
寄
せ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

一
次
会
は
三
時
間
余
り
で
終
了
。
し
ば
し
間
を
置
い

て
、
午
後
五
時
半
過
ぎ
か
ら
、
防
長
苑
近
く
の
飲
食
店

｢

土
火
土
火

(

ど
か
ど
か)｣

に
会
場
を
移
し
て
二
次
会

を
決
行
し
た
。
二
次
会
に
も
男
女
一
五
人
が
参
加
し
、

午
後
八
時
す
ぎ
ま
で
宴
は
続
い
た
。

何
人
か
は
そ
の
ま
ま
防
長
苑
に
宿
泊
し
、
翌
日
、
雪

舟
庭
な
ど
山
口
市
内
の
散
策
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
一
人

で
、
最
も
遠
方
の
千
葉
市
か
ら
片
道
五
時
間
が
か
り
で

駆
け
つ
け
た
男
性
は

｢

山
口
に
来
た
の
は
同
じ
専
攻
科

だ
っ
た
友
人
の
結
婚
式
に
出
て
以
来
、
二
五
年
ぶ
り
。

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
み
ん
な
が
元
気
そ
う
で
、
よ
か

っ
た
。
特
に
女
性
た
ち
は
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て
い
た
な
ぁ｣

と
の
感
想
だ
っ
た
。

確
か
に
、
三
五
〜
四
〇
年
の
年
月
を
経
て
再
会
し
た

同
期
入
学
の
面
々
の
う
ち
、
男
性
軍
は
人
生
の
疲
れ
を

背
負
い
込
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
っ
た
の
に
、
女

性
は
お
し
な
べ
て
元
気
で
、
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て
い
た
感

が
あ
っ
た

(

よ
う
な
気
が
す
る)

。

こ
う
し
て
、
二
五
人
の

｢

一
九
七
一
年
度
山
大
文
学

科
入
学
者｣

に
よ
る

｢

同
窓
会｣

と
い
う
タ
イ
ム
マ
シ

ン
に
乗
っ
て
の
七
〇
年
代
前
半
へ
の
時
間
旅
行
は
無
事
、

終
了
し
た
。
発
起
人
の
一
人
の
年
長
の
男
性
が
次
回
の

幹
事
役
を
快
諾
。
一
年
か
二
年
後
に
再
び
会
う
こ
と
に

な
っ
た
。
昔
を
懐
か
し
む
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
を
生
き
抜
く
元
気
を
互
い
に
与
え
、
与
え
ら
れ
る

絆
を
確
認
し
合
お
う
と
、
次
の
再
会
を
約
束
し
て
、
私

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

(

文
理
第
二
四
回
卒
・
国
史
学)

＊
写
真
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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鴻
文
会
活
動
は
、
実
質
毎
年
入
学
さ
れ
る
新
入
生
が

ご
入
金
下
さ
る

｢

終
身
会
費｣

(
一
万
円)

、
合
計
一
九

〇
万
円
を
も
と
に
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

鴻
文
会
は
、
こ
の
二
九
年
の
間
、
同
窓
会
総
会
の
開

催
、
名
簿
管
理
、
会
報
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
な

ど
の
活
動
を
行
い
、
最
近
で
は

｢

留
学
生
へ
の
奨
学
金

支
給
事
業
を
開
始
し
、
活
動
も
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
資
金
は
、
昨
今
の
厳
し
い
経

済
状
況
も
あ
っ
て
、
決
し
て
安
心
で
き
る
状
態
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
こ
こ
数
年
、

卒
業
生
会
員
や
元
教
員
の
皆
様
か
ら
多
額
の
ご
厚
志
を

い
た
だ
き
、
本
年
度
開
催
の
諸
活
動
の
資
金
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
力
添
え
の

た
ま
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

活
動
を
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
の
お
名
前
を
左
に
記

し
て
、
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
も
、
賛
助
会
員
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

加
入
者
名

｢

鴻
文
会｣

(

郵
便
振
替
口
座
〇
一
五
〇

〇
―
四
―
一
五
九
〇
二)

と
記
し
た
振
替
用
紙
を
同
封

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
お
使
い
い
た
だ
き
、
一
口
千

円
の
ご
寄
付
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
一
年
度
賛
助
会
員

(

順
不
同

敬
称
略)

磯
部
薫
、
桑
木
紀
雄
、
住
吉
隆
義
、
西
川
博
喜
、
中

島
信
彦
、
永
久
宣
夫
、
萩
原
正
之
、
松
本
馨
、
富
尾
諒

子
、�
村
祐
子
、
秋
村
寛
之
、
林
協
三
、
沖
中
武
志
、

高
橋
幸
輔
、
村
上
正
和
、
柏
本
秋
生
・
朝
子
、
松
元
真

佐
子
、
日
野
綏
彦
、
青
木
寛
、
城
島
赳
臣
、
藤
井
英
樹
、

藤
田
和
彦
、�
嵜
勢
津
子
、
芳
野
奈
央
、
細
山
田
康
弘
、

前
原
洋
子
、
渡
邉
陽
介
、
野
村
明
夫
、
山
本
力
、
島
越

郎
、
後
根
弘
子
、
野
村
悦
子
、
岡
崎
博
之
、
江
見
伸
子
、

平
田
昌
司
、
藤
井
大
輔
、
中
司
誠
二
、
宮
原
省
吾
、
川

村
崇
臣
、
近
藤
千
鶴
子
、
小
川
朝
子
、
小
野
徹
、
岡
村

君
子
、
須
々
木
由
美
子
、
國
弘
豊
嗣
、
中
村
恭
亮
、
橋

本
学
、
村
田
美
代
子
、
村
上
秀
夫
、
宮�
祐
子
、
田
中

加
代
子
、
中
野
毅
、
生
野
龍
二
、
伊
藤
綾
子
、
中
島
康

吉
、
高
橋
亜
希
子
、
小
倉
博
美
、
三
谷
ち
は
る
、
利
重

迪
子
、
中
垣
八
朗
、
三
木
允
彦
、
宮
村
廣
美
、
桐
原
恵

子
、
椎
野
由
紀
子
、
永
久
亨
・
珠
紀
、
脇
正
典
、
福
家

里
奈
、
吉
村
崇
、
田
村
浩
三
、
外
山
紀
久
子
、�
久
玲

子
、
金
子
建
二
、
石
川
哲
也
、
三
井
雅
子
、
原
早
苗
、

河
口
正
、
花
木
直
子
、
小
西
啓
子
、
河
中
洋
二
、
多
田

幸
子
、
内
山
宣
子
、
田
中
晉
、
和
田
康
治
、
戸
谷
美
代

子
、
林
紀
元
、
西
本
青
而
、
上
野
孝
子
、
利
重
真
美
、

池
田
厚
子
、
谷
ゆ
か
り
、
竹
田
守
恵
、
野
村
大
介
、
岩

熊
寛
、
奥
田
和
子
、
福
原
綾
子
、
東
玉
恵
、
中
沢
智
美
、

宮
原
貴
子
、
小
池
芙
佐
子
、
砂
田
茂
子
、
田
中
伸
、
村

田
和
夫
、
伊
豫
英
城
、
藤
井
日
正
、
河
本
和
子
、
長
尾

晴
子
、
小
田
穣
亮
、
沖
田
光
春
、
藤
林
容
志
、
本
馬
貞

夫
、
井
上
範
子
、
井
上
基
子
、
井
上
真
理
子
、
吉
田
倶

生
、
奥
嶋
明
子
、
中
嶋
み
ど
り
、
原
口
公
康
、
竹
内
通

弘
、
六
百
田
麗
子
、
吉
野
沙
耶
香
、
小
山
良
昌
、
青
木

亜
希
子
、
藤
永
公
然
、
廣
永
幸
恵
、
笠
井
靖
子
、
溝
部

忠
増
、
八
田
順
子
、
山
本
公
吉
・
啓
子
、
大
港
章
子
、

岡
ゆ
み
こ
、
中
村
あ
け
み
、
光
永
昇
、
平
川
寛
子
、
菊

谷
進
、
桑
野
友
絵
、
田
澤
明
子
、
宮
藤
隆
夫
、
赤
梨
和

則
、
鎌
田
繁
和
、
小
野
知
子
、
豊
澤
裕
美
、
鈴
木
博
司
、

尾
野
江
愛
子
、
松
本
英
子
、
辰
巳
郁
子
、
坂
本
友
里
、

山
本
孝
夫
、
平
田
真
弓
、
野
口
鈴
子
、
武
居
ス
ミ
ヨ
、

田
中
大
介
、
吾
郷
あ
き
こ
、
岩
田
肇
、
麻
生
裕
子
、
松

元
真
佐
子
、
内
山
俊
彦
、
水
畑
哲
也
、
久
保
博
務
、
尾

�
晋
己
、
勘
解
由
小
承
子
、
中
島
美
代
子
、
岩
永
逸
郎
、

食
場
秀
美
、
鈴
木
雅
之
、
松
尾
泰
代
、
寺
田
寛
、
林
久

博
、
石
原
憲
一
、
佐
上
ル
ミ
、
殿
河
内
恭
子
、
塩
冶
明

江
、
登
城
孝
胤
、
中
戸
義
幸
、
弘
中
榮
二
、
松�
公
彦
、

渡
邉
紘
史
、
栫
井
理
恵
子
、
倉
重
雅
子
、
小
野
美
典
、

柴
田
俊
造
、
柴
田
和
枝
、
浅
見
洋
二
、
楳
本
美
由
紀
、

岩
尾
功
一
、
酒
井
由
紀
、
貫
加
奈
子
、
冨
田
一
彦
、
森

江
裕
孝
、
上
村
義
信
、
青
木
隆
子
、
渡
邉
早
苗
、
東
玉

恵
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 �����������

一
、
会
員
名
簿
の
更
新

(

新
規
入
会
、
異
動
に
伴
う)

と
保
管
は
事
務
局
で
行
う
。

二
、
会
員
名
簿
は
会
員
に
限
り
開
示
す
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
。

三
、
会
員
名
簿
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
会
の
発
展
を

目
的
と
し
た
利
用
に
限
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

営
利
を
目
的
と
し
た
利
用
は
禁
止
す
る
。

四
、
会
員
名
簿
の
開
示
は
、
直
接
に
事
務
局
で
求
め
る

か
、
郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
、
事
務

局
は
、
申
し
込
み
者
が
会
員
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
会
員
名
簿
を
送
付
す
る
。
こ
れ
に
か
か
る
経
費
は

利
用
者
が
負
担
す
る
。

五
、
会
員
名
簿
の
開
示
申
請
者
名
簿

(

利
用
者
名
簿)

を
作
成
し
て
事
務
局
で
保
管
す
る
。
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�����(

総

則)

第
一
条

本
会
は
鴻
文
会
と
称
し
、
事
務
所
を
山
口
大

学
人
文
学
部
内
に
お
く
。

第
二
条

本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
山
口

大
学
人
文
学
部
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

第
三
条

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次

の
事
業
を
行
う
。

１
、
会
報
及
び
会
員
敬
慕
の
発
行

２
、
会
員
相
互
の
連
絡
、
親
睦
の
増
進

３
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

(

会

員)

第
四
条

１
、
正
会
員

山
口
大
学
文
理
学
部
文
学
科
卒
業
生
、

人
文
学
部
卒
業
生
、
文
学
専
攻
科
修
了
者
及
び
大

学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
了
者

２
、
準
会
員

山
口
大
学
人
文
学
部
学
生
及
び
大
学

院
人
文
科
学
研
究
科
院
生

３
、
特
別
会
員

山
口
大
学
文
理
学
部
文
学
科
旧
教

官
、
人
文
学
部
教
官
及
び
旧
教
官

(

会

費)

第
五
条

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の
他

の
収
入
を
も
っ
て
当
て
る
。
正
会
員
は
終
身
会
費

一
〇
、
〇
〇
〇
円
を
納
入
す
る
。
準
会
員
は
入
学

時
に
お
い
て
上
記
の
終
身
会
費
を
納
入
す
る
。

第
六
条

本
会
は
次
の
役
員
を
お
く
。
任
期
は
四
年
と

し
、
再
任
は
妨
げ
な
い
。

１
、
会
長

一
名

２
、
副
会
長

二
名

３
、
委
員

若
干
名

４
、
監
事

二
名

第
七
条

役
員
は
次
の
職
務
を
行
う
。

１
、
会
長
は
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
総
括
し
、
副

会
長
は
会
長
を
補
佐
す
る
。

２
、
会
長
、
副
会
長
及
び
委
員
は
委
員
会
を
組
織
し
、

会
務
を
処
理
す
る
。

３
、
監
事
は
会
務
及
び
会
計
の
執
行
を
監
査
す
る
。

第
八
条

委
員
会
は
名
誉
会
長
に
人
文
学
部
長
を
、
顧

問
に
人
文
学
部
経
験
者

(

本
会
正
会
員)

な
ら
び
に

会
長
経
験
者
を
、
ま
た
会
務
運
営
の
た
め
に
幹
事
若

干
名
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
条

総
会
は
四
年
ご
と
に
開
催
し
、
次
の
事
項
を

審
議
し
て
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
議
決
す
る
。

１
、
事
業
の
報
告

２
、
会
計
報
告

３
、
役
員
の
選
出

４
、
会
則
の
改
正
及
び
そ
の
他
の
重
要
事
項

(

支

部)

第
十
条

会
員
は
本
会
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
支
部
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則

こ
の
会
則
は
昭
和
六
〇
年
一
一
月
二
日
よ
り
改

正
施
行
す
る
。

こ
の
会
則
は
平
成
九
年
八
月
二
三
日
よ
り
改
正

施
行
す
る
。

(

昭
和
五
六
年
一
〇
年
三
一
日
制
定) �����

平
二
一
・
八
〜
平
二
五
・
八

名
誉
会
長

湯
川

洋
司

(

人
文
学
部
長)

会
長岡

光

一
浩

(

文
理
第
一
四
回
卒
・
ド
イ
ツ
文
学)

副
会
長

北
川

健

(

文
理
第
八
回
卒
・
国
史
学)

宮
藤

隆
夫

(

文
理
第
一
五
回
卒
・
社
会
学)

顧
問和

田

敏
英

(

文
理
第
一
回
卒
・
英
米
文
学)

大
塚

博
久

(

文
理
第
四
回
卒
・
中
国
哲
学)

大
野

光
生

(

文
理
第
四
回
卒
・
中
国
哲
学)

田
中

晉

(

文
理
第
一
四
回
卒
・
英
米
文
学)

添
田
建
治
郎

(

文
理
第
一
七
回
卒
・
国
文
学)

委
員赤

梨

和
則

(

文
理
第
一
五
回
卒
・
西
洋
哲
学)

兼
清

仁
志

(

文
理
第
二
五
回
卒
・
中
国
哲
学)

原
口

公
康

(

人
文
第
七
回
卒
・
日
本
思
想
史
学)

浅
川

均

(

人
文
第
四
回
卒
・
国
史
学)

山
本

達
夫

(

人
文
第
四
回
卒
・
西
洋
史
学
／
人
文

院
第
一
回
修
了)

斎
藤

禎

(

人
文
第
五
回
卒
・
東
洋
史
学
／
人
文

院
第
二
回
修
了)

村
岡

睦
子

(

人
文
第
一
三
回
卒
・
社
会
心
理
学)

大
谷

泰
子

(

人
文
第
二
〇
回
卒
・
社
会
情
報
論)

正
分

あ
ゆ
み

(

人
文
第
二
三
回
卒
・
博
物
文
化
論

／
人
文
院
第
二
〇
回
修
了)

青
島

啓
(

人
文
第
一
七
回
卒
・
博
物
文
化
論)

磯
部

佳
宏

(
人
文
院
第
一
回
修
了)

岡
屋

真
理(

人
文
第
二
三
回
卒
・
日
本
語
文
化
論)

高
田

知
恵(

人
文
第
二
〇
回
卒
・
中
国
語
文
化
論)

中
村

匡
宏

(

人
文
第
一
一
回
卒
・
英
米
語
文
化
論

／
人
文
院
第
一
三
回
修
了)

池
田

容
子

(

人
文
第
一
一
回
卒
・
英
米
語
文
化
論

／
人
文
院
第
一
五
回
修
了)

岡
村

賢
司

(

人
文
第
一
四
回
卒
・
ド
イ
ツ
語
学
・

ド
イ
ツ
文
学
／
平
一
〇
年
院
修
了)

浅
野

靖

(

人
文
第
一
回
卒
・
フ
ラ
ン
ス
語
学
・

フ
ラ
ン
ス
文
学)

中
村
稚
恵
利

(

人

文
第
二
〇
回
卒
・
言
語
情
報
論)

監
事村

田

博

(

文
理
第
一
五
回
卒
・
社
会
学)

渡
邉

早
苗

(

人
文
第
三
回
卒
・
西
洋
史
学)

学
内
委
員

本
田

義
昭

(

文
理
第
二
〇
回
卒
・
ド
イ
ツ
語
学
・

ド
イ
ツ
文
学)

根
ケ
山

徹

(

人
文
第
四
回
卒
・
中
国
語
学
・
中
国

文
学)

磯
部

佳
宏

(

人
文
院
第
一
回
修
了)

村
田

裕
一

(

人
文
第
一
〇
回
卒
・
考
古
学)

村
岡

睦
子

(

人
文
第
一
三
回
卒
・
社
会
心
理
学)
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今
年
の
夏
は
本
当
に
厳
し
い
暑
さ
で
し
た
。
そ
の
過

酷
と
も
言
え
る
暑
熱
が
い
っ
こ
う
に
冷
め
や
ら
ぬ
九
月

三
日
、
こ
の
会
報
の
編
集
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
ケ
月
以
上
過
ぎ
た
一
二
月
下
旬
、
昨
年
ど

お
り
、
会
報

｢

鴻
文｣

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
回

も
ま
た
、
編
集
子
を
下
記
の
女
性
役
員
四
人
に
お
願
い

し
、
副
会
長
の
北
川
・
宮
藤
両
氏
と
私
が
そ
れ
に
加
わ

り
、
事
務
の
小
野
さ
ん
の
協
力
を
得
て
編
集
作
業
に
当

た
り
ま
し
た
。
今
号
も
多
く
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り
わ
け
、

会
報
三
〇
号
と
い
う
節
目
に
大
先
輩
の
和
田
・
八
木
両

氏
か
ら
懐
か
し
い
心
の
こ
も
っ
た
玉
稿
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
は
な
に
よ
り
の
喜
び
で
す
。
ご
覧
の
よ
う
に

今
号
で
は
、
思
い
出
の
ア
ル
ト
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
地
・

山
口
や
山
口
大
学
の
写
真
を
多
く
取
り
入
れ
、
過
ぎ
去

っ
た
短
い
美
し
い
青
春
の
綾
な
す
会
報
に
努
め
ま
し
た
。

時
は
移
り
、
世
の
中
は
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
も
の
が

あ
る
こ
と
を
想
起
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

来
年
二
〇
一
一
年
は
、
昭
和
五
六
年
一
〇
月
に
鴻
文
会

が
発
足
し
て
三
〇
年
目
を
迎
え
ま
す
。
会
報
に
お
い
て

も
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
た
三
〇
年
を
振
り
返

る
企
画
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
か
ら
の
良
き
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

今
年
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

岡
光
一
浩)

皆
様
よ
り
一
足
、
二
足
早
く
会
報
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
役
得
も
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
は
、
今
の
季
節
で
す
と
、
小
春
日
和
の
の
ど
か
な
昼

下
が
り
の
よ
う
で
、
日
常
の
変
わ
ら
ぬ
日
々
を
ほ
の
ぼ

の
暖
め
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
様
に
も
そ
ん
な
暖
か
さ
が

伝
わ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(

渡
邉
早
苗)

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
会
報
作
り
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
会
に
関
わ
る
皆
さ
ま
の
さ

ま
ざ
ま
な
知
識
や
経
験
等
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
自
身
も
刺
激
を
受
け
、
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

(

村
岡
睦
子)

鴻
文
会
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
時
々
大
学
に

行
き
ま
す
。
お
か
げ
で
今
年
も
構
内
の
き
れ
い
な
紅
葉

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
で
す
。

(

大
谷
泰
子)

編
集
作
業
の
際
に
は
、
関
係
者
の
方
々
の
ご
親
切
に

常
に
浴
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事

の
執
筆
者
か
ら
届
け
ら
れ
た
、
出
来
立
て
ほ
や
ほ
や
の

原
稿
を
読
む
と
い
う
喜
び
も
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
会
報
を
お
読
み
下
さ
る
皆
様
に
も
、
何
ら

か
の
喜
び
・
楽
し
み
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば

幸
い
で
す
。

(

池
田
容
子)

同
窓
会
事
務
所
で
の
会
報
作
成
の
打
合
せ
風
景
で
す
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で
、

事
務
の
小
野
さ
ん
が
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
山
口
大
学

付
近
に
お
越
し
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

一
層
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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ております｡ 現在､ コンテンツはそれほど多くはありませんが､ 会
長挨拶・役員名簿などを掲載しております｡
着情報としては､ 鴻文会関連・人文学部関連・各研究室同窓会な
どのコンテンツを準備しております｡ その他にも､ 会報 ｢鴻文｣ バ
ックナンバーのPDFファイルをダウンロードすることが出来るペー
ジもあります｡ コンテンツの一部を紹介すると､ 新着情報＞鴻文会
関連＞ [お知らせ] のコーナーに､ 人文学部３０周年を祈念して､
鴻文会から人文学部へ記念品として寄贈した外灯について､ 紹介文
と写真を掲載しております｡ 人文学部小講義室東側の一角に備え付
けられ､ 夜間の保安と利便性の向上に役立っているようです｡ この
ように､ ちょっとした出来事を紹介していくことで､ 会員の皆様に､
鴻文会の活動を少しでも身近に感じていただけたらと考えておりま
す｡ 今年前半までは､ 掲示板も運営しておりましたが､ 残念ながら､
近年は利用者がほとんどいない状態が続いたために､ 役員会におい
て､ 掲示板は平成２２年６月末を以て廃止することが決定されまし
た｡ 現在は削除しております｡
今後はコンテンツを少しずつ充実していきたいと考えております｡
手始めとして､ ダウンロードできる会報バックナンバーの増補を計
画中です｡ また､ 会員のみなさんから情報をいただいたり､ あるい
はご要望にお応えしたりといった形でも､ 拡充していければと存じ
ます｡ 是非とも一度ご覧いただいて､ ご意見やアイデアをお寄せ下
さい｡ 何卒ご協力のほどお願い申し上げます｡
URL: http://homepage3.nifty.com/koubun/index.html

(鴻文会ホームページ担当)
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